
方

言

概

観

学
問
は
不
断に
進
歩・
発
展し 、
一
日
た
り
と
も
休
む
乙
と
を
知
ら
な
い 。

だ
が 、
その
世界
に
身
を
置い
て
い
る
と 、
時
と
し
て
そ
の
流
れ
に
身
を
任せ

る
結
果 、
そ
れ
が
ど
の
よ
うに
流れ
来
た
り 、
ま
た
流れ
去っ
て
行
く
か
に
気

づ
か
な
い
乙
と
が
あ
る 。
展
望
は
振
り
か
えっ
て一
定
期
間
の
学界の
趨
勢
を

見 、
そ
れ
を
総
括
的に
把
握
し 、
発
展の
中
で
の
自
己の
位
置づ
け
を
す
る
の

に
役
立つ 。

昭
和
四三・
四
四
年の
方
言
学
界の
展
望
を
始
め
る
に
あ
た
り 、
ま
ず 、
十

年
前の
昭
和三
三・
三
四
年の
と
の
学
界
は
ど
う
で
あっ
た
か
を一
瞥
す
る
乙

と
か
ら
始め
る
と
と
は
学
問の
流
れ
を
見る
上
に
有効で
あ
る 。
乙
れ
を
知
る

た
め
に
『
国
語
学』
お・
必
の
展
望
が
あ
る 。

昭
和三
四
年の
方
言
学
展
望で
桜
井
茂
治
氏
は 、

-
体
系
的 、
記
述
的
方
法が
多
く
行な
わ
れ
た
ζ
と 。

2
言
語
地
理
学的
方
法が
進
展
し
た
乙
と 。

の
二
点
を
特
徴
的
傾
向
と
し
て
挙
げ
て
い
る 。

こ
の
う
ちー
に
つ
い
て
は 、
昭
和
三
四
年に
は 、
た
と
え
ば
『日
本
方
言
の
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馬

瀬

雄

良

記
述
的
研
究』
が
出
た
ほ
か 、
主
と
し
て一
地
点の
音
韻・
ア
クセ
ン
ト

の
記

述
的
研
究
が
数
多
く

現
れ
てい
る 。
ま
た
言
語
地
理
学で
は 、
国
立
国
語
研
究

所
『日
本一言
語
地
図』
の
た
め
の
現
地
前
期
調査
が
昭和三
二
年
か
ら
始め
ら

れ 、
柴田
武 、
W・
A-
グロ
l

タ
lス 、

徳
川
宗
賢の
三
氏に
よ
る
糸
魚
川

言
語
調査
が
昭
和
三二
年
お
よ
び
三
四
年の
二
度に
わ
たっ
て
行な
わ
れ 、
本

格
的
な
言
語
地
理
学の
論
文
が
て
二
生
ま
れ
た
時
期で
あ
る 。
た
と
え
ば 、

W・
A-
グロ
l

タiス
「
千
葉
県
ア
ク
セ
ン
ト

の
言
語
地理
学
的
研
究」
(国

話学幻)
や 、
徳
川
宗
賢
「『カマ
キ
リ』
の
方
言
分
布
を
解
釈
す
る」(乙
とば

の
研究八国立国語研究所論集I
V)
が
そ
れで
あ
る 。
い
う
な
れ
ば
言
語
地理

学
の
胎
動
期
と
い
え
る 。

そ
れ
か
ら
十
年 、
学
界
を
見
渡す
と 、
そ乙
に
少な
か
ら
ざ
る
変
動
が
認
め

ら
れ
る 。

戦
後
主と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
構
造
言
語
学の
移
植
が
成
功し
て
隆
盛
を
極
め

た
方
言
の
記
述
的
研
究は 、
全
国
的
な
風
廓の
あ
と
転
換
期
を
迎
え
よ
うと
し

て
い
る
感
が
あ
る 。
論
文
数
も
特に
音
韻・
ア
クセ
ン
ト
に
おい
て一
頃よ
り

少
な
く
なっ
て
い
る 。
そ
し
て
十
年
前に
は
音
韻・
ア
ク
セ
ン
ト

の
理
論に
関

す
る
論
文
が 、
特に
後
者に
そ
れ
は
著
し
く 、
多
かっ
た
の
に 、
十
年
後の
今
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日
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず 、
方
言
研
究者の
従
来の
方
法
論に
対
す
る
反

省
や
新
し
い
そ
れの
創
始へ
の
動
き
も
少
な
い 。
だ
が一
方 、
従
来一
地
点の

体
系
を
出
し
て
能
事
終
わ
れ
り
と
す
る
ζ
と
の
多
かっ
た
記
述
的
研
究
は 、
多

数
地
点の
体
系
比
較
とい
う
方
向に
次
第に
移っ
て
行
く

傾
向が
か
な
りハ
ツ

キ
リ
し
て
き
で
お
り 、
平
山
輝
男
氏
を
中
心
と
す
る
都
立
大
学グル
ー

プ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
調査
研
究に
もそ
れ
を
明
確に
指
摘す
る
と
とが
で
き
る 。
恐

ら
くと
の
研
究
は
今
後
そ
の
方
向に
向かっ
て
進
むの
で
は
な
か
ろ
う
か 。

こ
う
し
た
構
造
主
義
的
研
究の
批
判
とし
て
生
成
文
法と
言
語
社
会
学が
登

場
す
る 。
し
か
し 、

生
成
文
法の
消
化
と
そ
れの
日
本
方
言へ
の
適
用
は
期
待

ど
お
りに
は
進
ま
ず 、
わ
ず
か
に
野
林
正
路
氏
が
気
を
吐
き 、
異
色の
存
在と

し
て
早
田
輝
洋
氏
が
あ
る
に
す
ぎな
い
現
状で
あ
る 。
こ
れ
が
今
後ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
行
くか
は
ま
だ
予
測
で
き
な
い 。
ま
た
言
語
社
会
学の
動
き
も
あ

る
が 、
渡
辺
友
左
氏の
研
究
が
目
立つ
程
度で 、
そ
の
他
井
之
口
有一
氏
等
の

研
究
も
あ
る
が 、
い
ず
れに
し
て
も
方
言
学界
の一
勢
力を
形
成
す
る
ま
で
に

は
至っ
て
い
な
い 。

特
筆
すべ
き
は
言
語
地
理
学の
隆
盛で
あ
る 。
W・
A-
グロ
・l

タlス
神

父
は
昭
和
二
五
年
来日 、
そ
の
理
論
面・
実
際
面に
お
け
る
指
導に
あ
たっ
て

来
ら
れ
た
が 、
氏
の
夢
||日

本
言
語
地
理
学の
開
花
ーーは

見
事
実
現し

た 。
国
立
国
語
研
究
所
『日
本
言
語
地
図』
の
刊
行
は
順
調に
進
み 、
そ
れ
に

応
ず
る
よ
う
に
各
地
の
よ
り
調
密な
ネッ
ト

調査
に
基づ
く

言
語
地
図の
刊
行

も
進
み 、
正
に
百
花
綴
乱の
時
期
を
迎
え
よ
う
とし
て
い
る 。
そ
し
て
言
語
地

理
学は 、
構
造
言
語
学と
相
携
え
て
構
造
言
語
地
理
学
を
目ざ
す一
方 、
文
献

国
語
史
と
と
もに
真の
国
語
史
確
立へ
の
道
を
歩
み
始め
て
い
る 。
言
語
地
理

学
は
自
身に
とっ
て
充
実
と
発
展の
幸
福
な
歴
史
を
創
りつ
つ
あ
る
といっ
て

よ
い 。

方

研
究
会・
共
同
調
査
な
ど

初め
に
研
究
会の
動
向か
ら 。

日
本
方
言
研
究
会
は
四
O
年
六
月
第一
回
研
究
発
表
会
以
来
順
調な
発
展を

見
せ 、
研
究
会に
は
全
国
か
ら
多
くの

研
究
者
が
集
ま
り 、
活
滋な
質
疑
討
論

が
行
な
わ
れ
て
い
る 。
四
三・
四
四
年に
は
四
回の
研
究
会が
あっ
た 。
第
六

回
研
究
発
表
会・
四三
年五
月三一
日・
東
京
都
立
大
学 、
第
七
回・
四三
年

一
一
月
八日・
高
知
大
学 、
第
八
回・
四
四
年五
月二
六
日・
同
志社
大
学 、

第
九
回・
四
四
年一
O
月二
七日・
石
川
県
立
社
会
教
育セ
ン
タ
ー 。

発
表
原

稿
集
は
発
表
内
容の
理
解
を
容
易に
し 、
問
題
点
を
し
ぼ
る
の
に
極
め
て
有
効

で
あ
る 。
研
究に
携
わ
る
者 、
乙
の
会
を
育て
る
よ
う
努
力し
て
行
き
た
い 。

都
立
大
学
方
言
学会は
大
学
紛
争で
休
止
の
時
期
も
あっ
た
が 、
そ
れ
を
除

い
て
研
究
会
は
ほ
ぼ
毎
月
聞
か
れ
て
い
る 。
研
究
発
表
要
旨と
発
表
討
議
記
録

を
の
せ
た
都
立
大
学
方
言
学
会
報が
出
さ
れ 、
方
言
研
究
者に
配
布
さ
れ
て
い

79 0
会の
先
頭
に
立つ
平
山
輝
男
氏の
還
暦
記
念
論
文
集
も
近
く

発
刊
さ
れ
る

運
び
と
開
く 。

次に
大
学・
研
究
団
体
な
ど
に
よ
る
共
同
研
究
調査
を
取
り
上
げ
る 。

九
学
会
連
合の
言
語
学
担
当
は
利
根
川
流域
言
語の
研
究
を
行なっ
た 。(音

韻〉
加
藤
正
信 、
(アクセン
ト)

秋永一
枝 、
(韮問実〉
徳
川
宗
賢 、
(文法)
飯

豊
毅一
・

大
橋
勝
男 、
(言語生活)
芳
賀
緩・
野
林
正
路の
各
氏の
分
担で
金

田一
春
彦
氏
が
総
括
し
た 。
そ
の
結
果の一
部
は 、
飯
登
毅一
・

徳
川
宗
賢・

秋
永一
枝の
諸
氏K
よっ
て
『
人
類
科
学』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た 。

東
京
都
立
大
学
平
山
研
究
室
は
琉
球
方
言
関
係の
大
著
を
出
し
た
あ
と 、
五

島
列
島
方
言の
調査
を
終
え 、
続い
て
東
京
都
(伊豆諸烏を含む)
お
よ
び
そ

の
周
辺
(関東地方全
体)
の
音
韻・
文法・
語
業の
総
合
調
査
を
す
る 。
東
京
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大
学
言
語
学研
究
室で
は
柴田
武
氏
の
指
導で
石
川
県
能
登
の
方
言の
調査
を

進
め
て
い
る 。
東
北
大
学で
は
加
藤
正
信
氏
の
指
導の
も
と 、
三
陸
海
岸・
北

上
山
地
の
調
査
実
施
中 、
ま
た
小
林
好
日
氏の
遺さ
れ
た
方
言
資
料の
地
図
化

を
継
続 。
新
潟大
学
教
育
学
部で
は
大
橋
勝
男
氏
の
指
導の
もと
方
言
研
究
会

が
活
設に
動
き 、
機
関
誌
『
方
言の
研
究』
創
刊
号・
第二
号に
は
大
橋
氏
以

下
会
員の
論
文
を
収
録 。
ま
た 、
同
高
田
分
校で
は
渡
辺
富
美
雄
氏
の
指
導で

新
潟
県
上
越
地
域
を
中心
と
し
た
地
域で
の
言
語
地
理
学
的
調査 、
民
謡の
旋

律
と
方
言
との
関
係の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る 。
信
州
大
学人
文
学
部
国
語

学
研
究
室で
は
長
野
県
上
伊
那
郡と
そ
の
周
辺
地
方で
言
語
地
理
学
的
調
査
を

実
施 、
今
年
中
に
その
ま
と
め
を
終
わ
ら
せ
る
予
定 。
学
生に
よ
る
幾つ
か
の

報
告
を
『
伊
那
路』
へ
載せ
た 。
同
教
育
学
部
学
生に
よ
る
長
野
県
下の
言
語

地
理
学
的
調
査
は
近
く

終
了 、
ま
と
め
に
はい
る 。
指
導
はい
ず
れ
も
馬
瀬 。

都
留
文
科
大
学
方
言
研
究
会
は
稲
垣
正
幸
氏の
指
導で
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延

町
方
言の
言
語
地理
学
的
研
究
を
継
続
中 。

西へ
行
き
岡
山
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
方
言
研
究
会で
は
鏡
味明
克
氏

の
指
導の
もと 、
岡
山
県
各
地
の
方
言
調査
を
行
なっ
て
お
り 、
『
播
備
国
境

言
語
地
図
論
集』
に
引
き
続
き 、
『
因
美
国
境
言
語
地
図
論
集』
の
出
版
も
近

い 。
広
島
大
学
方
言
研
究
会で
は
四
三・
四
四
両
年に
は
諸
般の
事
情で
年
報

は
出
な
かっ
た
(今年
初めに
刊行〉
が 、
会
報
は一
二
i一

四
が
出
さ
れ 、
一

方 、
瀬
戸
内
海
域
方
言の
言
語
地
理
学的
研
究
は
引
き
続
き
順
調に
進
ん
で
い

る 。
近
く
『
方
言
叢
書』
刊
行の
運
び
と
聞
く 。

最
後に
琉
球
大
学
方
言
研
究

会で
は
仲
宗
根
政
善
氏
指
導の
も
と 、
琉
球
方
言の
研
究に
貴重
な
役
割を
果

た
し
て
お
り 、
『
琉
球
方
言』
9・
m
合
併
号
を
世に
問
う
た 。

著
書・
論
文
の
展
望
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著
書・
論
文を乙
と
で
は
『
国
語
学』
印
で
の
加
藤
正
信
氏の
方法
を
参
考

と
し 、

研
究
方法
別に
次の
五
つ
の
柱
を
立
て
て 、
扱
うζ
とに
す
る 。

-一
般
的
研
究
方
言
学一
般に
関す
る
研
究 、
ま
た
紙
論
的
研
究
をこ
乙

で
論
ず
る 。

2
記
述
的
研
究
方
言の
体
系・
構
造の
記
述
を
目
指し
た
もの
をと
乙
で

扱
う 。3

地理
的・
比
較
的
研
究
言
語
地
理
学
的
方
法・
比
較
言
語
学的
方
法
に

よ
る
研
究
を
扱
う 。
両
者
は
区
別
さ
るべ
き
もの
で
あ
る
が 、
現
実
的
処理
方

法
と
し
て一
括
し
て
扱っ
た 。
な
お
数
とし
て
は
圧
倒
的に
前
者
が
多い 。

4
文
献
的
研
究
大
き
く

分
け
て 、
的
文
献
資
料の
問
題
点
を
方
言に
よ
り

解
明
す
る
研
究 、
同
方
言の
問
題
点
を
文
献
か
ら
迫
る
研
究 、
付
過
去の
方
言

文
献
そ
の
もの
の
研
究
とし 、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
もの
を乙
乙
で
扱う 。

5
方
言
集お
よ
び
方
言
談
話
資
料
後
者
は
方一言
談
話
録
音の
文
字化
資
料

を
主と
し
て
い
る 。

1
一
般
的
研
究

ま
ず 、
『
方
言
研
究の
すべ
て』(解釈と鑑賞・
別冊 、
昭川叫・
7)
を
取
り上

げよ
う 。
乙
ζ
に
は
楳
垣
実
氏・
平
山
輝
男
氏の
よ
う
な
長
老
か
ら

新
進
気
鋭

に
至る
学者
た
ちの
そ
れ
ぞ
れの
部
門
別の
論
文二
十二
編が
収め
ら
れ
て
お

り 、
方
言
研
究の
現
状と
その
方法
を
知
る
に
は
もっ
と
も
秀
れ
た
書
物
と
言

え
よ
う 。
「
方
言
とは
何
か」
楳垣
実 、
「
国
語
史
と
方
言
研
究」
奥
村三
雄 、

「
方
言
社
会の
言
語
生
活」
岡
田
荘
之輔 、
「
地
域
社
会の
国
語
教
育」
藤
原

与一 、
「
地
域
社
会の
国
語
教
育
と
その
実
際」
長
田
久
男 、
「
方
言
学と
民
俗

学」
鎌
田
久
子 、
「
最
近の
欧
米に
お
け
る
方
言
研
究」
W・
A-
グロ
l

タ



言
ー

ス 、
「
音
韻に
つ
い
て」
加
藤
正
信 、
「ア
クセ
ン
ト
に
つ
い
て」
和
田
実 、

「
語
実
に
つ
い
て」
鏡
味明
克 、
「
方
言
辞
典
を
作
る」
大
岩
正
仲 、
「
文
法
に

つ
い
て」
内
閲
直
仁 、
「
方
言
と
敬
語」
飯
筆
毅一 、
「
親
族
称
呼
研
究|覚え

書き|」
小
川
徹 、
「
方
言
と
古
文
書」
福
田
良
輔 、
「
琉
球
方
言の
現
状
と
将

来」
平
山
輝
男 、
「
方言
研
究の
文
献
解
題
と
方
言
資
料の
紹
介」
中
本
正
智 、

「
言
語
地
理
学|歴史・
学説・
調査
法|」
馬
瀬
良
雄 、
「
方言の
臨
地
調
査

法」
愛
宕八
郎
康
隆 、
「
方
言
録
音
資
料の
作
り
方」
都
竹
通
年
雄 、
「
上
方
弁

の
ゆ
く
え」
前
回
勇 、
以
上
の
ほ
か 、
全
国
実
例
方
言
集
1

夏
目
激
石
「
坊っ

ち
ゃ
ん」
冒
頭
部
分の
各
地
方言
訳
が 、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で 、

四
七
地
点 。
平
井日田
夫・
徳
川
宗
賢
両
氏の
監
修 。
た
だ 、
乙
の
雑
誌の
狙
う

読
者
は
方
言
研
究に
関
心
を
持つ一
般
人・
大
学生
で
あっ
て 、
決
し
て
方
言

学
者
を
第一
と
し
て
い
な
い 。
そ
の
点で 、
内
容
的に
秀れ
た
もの
で
あっ
て

も 、
初
学
者
向き
で
な
い
もの
が
多
少
混っ
て
い
る
点 、
ま
た
テ
1

7
と
内
容

と
必
ず
し
も一
致
し
な
い
論
文の
混
じ
る
の
が 、
欠
点
とい
え
る
が 、
現
代日

本の
方
言
研
究の
レ
ベ
ル
の
一両一さ
と
方
向
を
示
す
書で
あ
り 、
か
か
る
蓄の
出

た
こ
と
を
喜び
た
い 。
な
お
後に
同
名の
単
行
本
と
し
て
至
文堂
よ
り出
版 。

平
山
輝
男
『
日
本の
方
言』(講談社 、
昭必・
9〉
は 、
身
辺の
興
味
を
そ

そ
る
トピ
ッ
ク
か
ら
説
き
起乙
し 、
後
半は
か
な
り
高
度な
最
新の
理
論に
ま

で
わ
た
る 。
そ
の
随
所に
著
者の
独
自の
見
解
と 、
長
年の
フ
ィ
ール
ド・
ワ

ー
ク
に
裏づ
け
ら
れ
た
経
験に
よ
る
厚
み
が
う
か
が
わ
れ
る 。
初
学
者
向き
の

書で
あ
る
が 、
一
般の
方
言
研
究
者に
も
広
く
す
す
め
た
い 。
な
お 、
と
の
項

で
述べ
て
よ
い
論
文に
同
氏の
「
な
ぜ
日
本
語の
ア
ク
セ
ン
ト
は
崩
壊
し
や
す

い
か」(東京都立大学人文学報ω 、
昭HH・
2〉

が
あ
る 。
崩
壊の
要
因
を
外
的

要
因
と
内
的
要
因
とに
分
け
て
明
快に
論
じ
た
もの
で 、
氏の
四
十
年
近い
臨

地
調
査
に
よ
る
資
料が
縦
横に
駆
使
さ
れ
て
い
る 。

方

藤
原
与一
氏
に
は『
ゆ
た
か
な
言
語
生
活の
た
め
に
l方言から見た国語
|』

(昭必-
U)
が
あ
る 。
平
山
氏の
『日
本の
方言』
と
間じ
く
『
講
談
社
現

代
新
書』 。
著
者
独
自の
「
生
活誼巴
観
が
う
か
が
わ
れ
る 。

小
野
米一
つ
北
海
道
方言d
素
見」(国語の
研究〈大分大学園語国文学会〉

4、
昭HH・
7)
は
北
海
道
方
言
句
手
頃の
概
観
を
与え
る 。

東
北
地
方で
は 、
加
藤正
信
「
東
北
方
言
概
論」〈言語生活則 、
昭μH・
3)

が 、
言
語
地
図
宇佐
参照
しつ
つ 、
東
北
方
言
を
非
常に
手ぎ
わ
よ
く
ま
とめ
て
い

る 。
だ
が 、
そ
れ
が
瑚
笑の
対
象に
な
る
理
由
と
し
て 、
東
京と
の
地
理
的
近

接
性
を
挙
げ
た
の
は
い
か
が
な
もの
か 。
此
島正
年
『
青
森
県の
方
言』(津軽

書房 、
昭刊日-
U)
は 、
旧
版
の
改
稿で
青
森
県
方言の
総
合
的・
本
格
的
研
究

書 。
啓
豪
的で
あ
る
と
同
時に 、
新
し
い
研
究の
成
果
を
も
取
り
入
れ
て
い
る 。

九
州へ
行
く
と 、
九
州
方
言
学
会に
よ
る
画
期
的
な
大
著
『
九
州
方
言の
基

礎
的
研
究』(
風間書房 、
昭HH・
5)

を
ま
ず
取
りあ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

乙
れ
は
同
会
が
奄
美
を
除
く

九
州
全
域の
方
言に
対
し
て
行
なっ
た
大
規
模
な

謁
査
研
究
を
ま
とめ
た
もの
で
あ
る 。
調
査・
研
究
者
は
次の
二
四
名 。
秋
山

正
次・
石
坂
正
蔵・
糸
井
覚一
・

岩
本
実・
岡
野
信
子・
小
野
志真
男・
鏡
味

明
克・
上
村
孝二・
神
部
宏
泰・
工
藤
敬一
・

後
藤
和
彦・
篠
崎
久
現・
都
築

頼
助・
西
島
宏・
野
林
正
路・
原
田
章
之
進・
松
田
正
義・
吉田
義
雄・
小
野

米一
・

五
味
克
夫・
瀬
戸口
俊
治・
瀬
戸口
嘉
昭・
福
田
良
輔・
愛
宕
八
郎
康

隆 。
広
域
調
査
研
究・
集
中
調
査
研
究・
文
献
調
査
研
究の
三
部
門か
ら
な
る 。

最
初の
広
域
調
査
研
究
は 、
九
州
全
域一
七
O
地
点に
つ
い
て 、
音
韻・
ア
ク

セ
ン
ト・

文
法・
語
辞に
わ
た
る一
二
二
項
目に
つ
い
て
の
老
年
層・
少
年
層

の
二
代
層
に
わ
た
る
地
理
学的
研
究の
成
果
を
ま
と
め
る 。
良
心
的
で
精
密 。

両
年
代
層
の
調査
も
効
果
的
だ
が 、
ア
クセ
ン
ト

調
査の
結
果
を
省い
た
の
は

残
念 。
集
中
調
査
研
究
は記
述
的
研
究
態
度で
貫
か
れ 、
四
地
点の
方言に
つ
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い
て 、
音
韻・
ア
ク
セ
ン
ト・

語
形
態・
文
表
現・
語
業の
五
部
門に
わ
た

り 、
一
貫
し
た
方
法で
そ
の
体
系
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
文
献
調
査
研
究
は
九

州
方
言
を
載せ
て
い
る
園
内
文
献の
紹
介
と
海
外
文
献
の
紹
介の
二
つ
に
分
け

ら
れ 、
終
わ
りに
語
業
集
覧
が
つ
け
ら
れ 、
索
引の
役
目
を
果
た
し
て
い
る 。

有
益で
便
利 。
『
九
州
方
言の
基
礎
的
研
究』
は 、
ガッ
チ
リ
し
た
組
織に
よ

る
共
同
研
究の
成
果で
あ
り 、
基
礎
的で
あ
る
と
同
時に
総
合的
な
ま
た
高
度

な
方
言
研
究
書で
あ
る 。
ζ
の
会
を
発
足
さ
せ 、
共
同
研
究
を
計
画
し

実
施
し 、

さ
ら
に
と
の
大
著の
発
刊へ
と
導い
た
石
坂
正
蔵・
松
田
正
義・
糸
井
寛一
・

秋
山
正
次・
神
部
宏
泰
氏
等の
労
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
『
国
語
学』

剖
(昭6・
3〉
に
加
藤
正
信
氏の
中
正・
詳
細な
書
評
が
あ
る 。

高
度で
は
あ
る
が
平
易に
書
か
れ
た
九
州
方
言
全
般に
関す
る
論
放に 、
松

田
正
義
「
九
州
方
言
概
論」(言語生活加 、
昭HH・
9〉
が
あ
る 。
九
州
各
地

の
方
言
で
は 、
志
津
田
藤
四
郎
「
国
語
変
遷
史
上
に
お
け
る
佐
賀
方
言の
位

置」(
佐賀竜谷短期大学紀
要目 、
昭HH-
U) 、
松
田
正
義・
糸
井
寛一
「
くじ

ゅ
う
方
言」ハくじゅ
う綜合学術調査
報告書 、
昭川崎・
3〉 、

高
田一
彦
『
大
分

方
言』(三恵印刷)
が
あ
る 。
志
津
田
氏の
論
文
は 、
佐
賀
方
言の
古
さ
を
強

調
する
あ
ま
り 、
ア
クセ
ン
ト

で
首
肯で
き
な
い
点
が
あ
る 。
松
田・
糸
井
両

氏
の
も
の
は 、
辺
阪の
地
く
じ
?っ

地
方で
の
言
語
調査
の
結
果
を 、
序
論で

は
音
韻・
語
法の
厳
密
な
体
系
的
記
述 、
本
論
で
は
言
語の
地
域
差・
年
齢
差・

言
語
指
導
上
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
を
論
ず
る 。
言
語
指
導の
問
題
点
も
興
味

深
く
そ乙
に
筆
者の
方雪一口
敏が
見
ら
れ
る 。
た
だ 、
地
域
差
が
存
す
る
以
上 、

そ
れ
を
捨
象
して

年
齢
差
を
出
すと
とに
問
題
は
残る 。
ま
た 、
h
型
な
ど
も

里
言A
↓

堅苦口A
の
場
合と 、
里
言A
↓

里
言B
の
場
合
と
を
分
けて
論
ずべ

き
で
な
かっ
た
か 。
と
も
あ
れ 、
露
大
な
資
料
をハ
ン
ディ
に
ま
とめ 、
読
み

ご
た
え
の
あ
る
好
論
文
と
して
い
る 。
高
田
氏の
もの
は 、
大
分
方
言
に
関

し 、
大
分
合同
新
聞に
連
載
し
た
もの
の
ま
とめ 。
な
お 、
方
言に
関す
る
新

関
連
載
記
事
は
多い
と
恩
う
が 、
管
見で
は
大
田
栄
太
郎
氏の
「
正
続
越
中
方

言の
旅」(北日
本新聞 、
昭必・
4
18 、
昭HH・
6
12)

が
あ
る 。

琉
球で
は
ま
ず
平
山
輝
男
「
琉
球
方
言
研
究の
現
状
と
将
来」(
亙一邑研究の

すべ
て〉
が
あ
る 。
音
韻・
ア
クセ
ン
ト・

文
法・
語
業そ
れ
ぞ
れの
研
究の
歴

史
と
現
状
を
述べ 、
将
来の
研
究
分
野
を
明
確
に
述べ
た
もの
で
あ
る 。
服
部

四
郎
「日
本
語の
琉
球
方
言につ
い
て」〈文学初 、
昭必・
1)

は
高
度
な
琉

球
方
言の
入
門 。
外
間
守
善
「通
時
論
的に
見
る
沖
縄の
言
語」(乙
とばの
宇

宙3
19 、

昭必・
9)
は 、
沖
縄
方
言の
適
時
論
的
研
究の
遅
れ
て
い
る
現
段

階
に
あっ
て
歓
迎
さ
れ
る 。
琉
球
方
言の
起
源
につ
い
て
は
服
部
説
を
支
持し

て
い
る 。
な
お
氏に
は
ほ
か
に「
沖
縄の
言
語
史」(文学お 、
昭MU-
-)

が
あ

又V 。
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東
北・
九
州
地
方に
比べ 、
本
州の
中
央
部に
は
こ
の
程
の
論
放が
少
な

い 。
奥
村三
雄
「
関
西
弁
の
地
理
的
範
囲」(言語生活加 、
昭必・
7)
は
関

西
弁
的
特
徴
に
よ
る
方
言三
区
分
を
説い
た
あ
と 、
その
地
理
的
条
件
を 、
地

域
区
分・
交
通
的
条
件・
自
然
的
条
件に
分
け
て
論
じ
て
い
る 。
と
の
ほか
後

藤一
日
『
遠
州
の
方
言』(
美哉堂 、
昭MM・
2)

が
あ
る
が 、
調
査
方
法お
よ
び

そ
の
ま
とめ
に
か
な
りの
無理
が
あ
る 。
小
地
域の
方
言
を
扱っ
た
もの
に 、

山
本
信道
「
奈
義
町
方
言
に
つ
い
て」〈紀要U
八共立女子大
短大部V昭必・

2〉
の
他 、
木
曽三
岳村
方
言
を
音
韻・
文
法・
方
言の
分
布に
分
け
て
論
じ

た
拙
稿
「
方
言」
(三
岳の
民俗・
長野県教育委員会 、
昭HH・
3)

が
あ
る 。

方
言
区
画
を
扱っ
た
論
文
は
少
な
い 。
服
部
四
郎
「八
丈
島
方
言につ
い

て」(と
とばの
宇宙3
lu 、

昭必・
日)
は 、
八
丈
島
方
言の
位
置・
所
属 、

さ
ら
に
日
本
語の
系
統
な
ど
を
論
ず
る
さ
い
に
見
逃
すと
との
で
き
な
い
示
唆

に
富
む
論
文 。
拙
稿
「
方
言
区
画
論の
1
12

の
問
題
点」(人文科学論集
八信



言
州大
学V4、
昭“・
U)
は
奥
村三
雄
氏の
区
画
論の
意
味
を
認
め
つ
つ
も 、

そ
の
批
判
を
述べ
た
もの 。
な
お 、
神
烏
武
彦
氏の
論
文
が
あ
る
が
後
述 。

方
言
意
識
の
問
題
は 、
柴田
武
「
方
言
境
界
の
意
識」(言語研究お)
以
来

約
十
年に
な
ろ
う
と
す
る
が 、
ま
だ
解
明
さ
れ
ね
ば
な
らぬ
幾
多の
問
題
を
内

蔵
して
い
る 。
ζ
れ
を
取
り
扱っ
た
論
文の
中
で
最
も
注
目
に
値
す
る
の
は 、

阪
倉
篤
義・
渡
辺
実・
浜田
啓
介
「
近
畿
圏に
お
け
る
方
言
意
識
の
調
査」

(近畿
圏
その
人文・
社会科
学的研究 、
昭“・
7)
で
あ
ろ
う 。
調
査
は二
種

類
か
ら
な
る
が 、
今 、
第一
の
調査
と
そ
の
結
果
を
紹
介
す
れ
ば 、
近
畿
圏の
若

干
地
点
で
京
都
弁の
録
音
を
閣
か
せ 、
そ
の
理
解
度
を
見
る
と 、
京
都
弁の
理
解

度
と
当
該
方
言の
京
阪
語へ
の
近
親
度
と
ほ
ぼ一
致
し 、
京
都
弁に
対
す
る
情

的
反
応
は 、
東
海道
筋
を
東へ
行
くに

従い
悪い
方へ
進
み 、
逆に
山
陽
道
筋

の
方に
は
比
較
的
好
意
的に
あ
ら
わ
れ
る
とい
う 。
お
も
し
ろい 。
京
都
府
立

大
学
女
子
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
「
時点
器MU組
一T抵
敬
語
の
位
相
的

調
査(第E
部言語生活編)
」(昭必・
3)
は 、
敬
語
使
用の
意
識
調査
の
結
果

を
述べ
た
もの 。
京
都
方
言は
京
都で
は
根
強
い
勢
力を
持つ
乙
と
が
う
か
が

わ
れ
る 。
東
北
人
の
方
言コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
取
り
扱っ
た
芳
賀
緩
「
方
言コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス」(言語生活畑 、
昭“・3〉
は 、
東
北
人
の
方
言
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
の
由
来
と 、
そ
の
解
消
の
た
め
の
方策
を
述べ 、
大
石
初
太
郎
「
東
北

弁
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か」
(言語生活加 、
昭必・
3〉
は 、
ア
ン
ケ
ー

ト
資
料に
よ
り 、
東
北
弁の
評
価
を
関
西
弁・
九
州
弁
な
ど
と
対
比・
分
析し

て
い
る 。
小
松
代
融一
「『
方
言
意
識』
の
表
現
法
に
つ
い
て」(岩手医
科大

学教養部研究年報4、
昭“-
m)
は 、
方
言に
対
す
る
各
地
の
方
言
意
識の

表
現
法
を
ω
和
歌
形
式 、
ω
俗
謡
形
式 、
ω
直
接
形
式な
ど
に
分
類 、
そ
の
特

徴
に
つ
き
述べ
る 。
方
言
意
識
と
方
言
区
画
と
の
関係に
触れ
た
もの
に 、
神

烏
武
彦
会
ω
Z
円同
司
口町

虫
色叩n
g

E
』
a
s--
(
O
何
回
目
H
P

E
g-

Z
0・H)

が

方

あ
る 。
だ
が
論
文
中 、
広
島
市
方
言が一
つ
で
あ
る
とい
う
言
語
意
識
は
厳
密

に
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い 。一一一日
語
意識
の
綿
密な
調
査
を
した
後で 、
そ
の
結

果
を
方一言
区
画
とつ
き
合わ
せ
て
み
るべ
き
と岡山
う 。
な
お 、
外
人
を
読
者
と

し
て
い
る
の
で 、
単な
る
翻
訳
に
終わ
る
乙
と
な
く 、
そ
の
理
解
を
容
易に
す

る
た
め
種々
の
試
み
の
な
さ
れ
る
と
と
が
望
ま
しい 。
最
初に
も
触
れ
た
よ
う

に 、
方
言
意
識
の
問
題
は 、
な
お
掘
り
下
げ
るべ
き
幾
多の
問
題
を
か
か
え
て

い
ヲ②。記

述
的
研
究

ま
ず 、
大
著
平
山
輝
男
編
『
薩南
諸
島の
総
合的
研
究』(明治書院 、
昭u

・
3)
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
本
書は
言
語
学の
ほか 、
地
理
学・
民

俗
学の
成
果
を
もま
と
め
た
総
合的
研
究
書で
あ
る
が 、
今 、
そ
の
言
語の
部

門
だ
け
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば 、
『
琉
球
方
言の
総
合的
研
究』
な
ど
類
書
と

同
じ
実
証
主
義
的
態
度で 、
ア
クセン
ト・

音
韻・
文
法・
語
繋の
各
項に
わ

た
り 、
地
点
ど
との
体
系
的
記
述が
試
み
ら
れ
て
い
る 。
従
来
手
薄だっ
た
薩

南
諸
島
方
言の
体
系
的
研
究
が一
挙に
大
き
な
前
進
を
し
た
ばか
りで
な
く 、

薩
南
か
ら
奄
美を
経
て
琉
球
は
与
那
国に
至
る
音
韻・
ア
クセ
ン
ト・

文
法・

語
集に
わ
た
る
同一
態
度に
よ
る
記
述
的
研
究
は
完
成
し
た 。
ま
さ
に
平
山
氏

な
ら
で
はな
し
えぬ
大
事
業で
あっ
た 。
隣
接
科
学との
共
同
研
究で
あ
る
の

もと
の
警の
特
徴
とい
え
る 。
調
査の
計
画か
ら
実
施 、
そ
の
ま
とめ
に
至
る

平
山
輝
男
氏
は
じ
め
大
島一
郎
氏・
中
本
正
智
氏の
労
苦と
努
力の
程
が
しの

ば
れ
る 。
薩南
諸
島の
方
言
を
扱っ
た
もの
に 、
上
村
孝二
「
屋久
島
方一一言の

研
究|文法の
部|」〈鹿児島大学法文学部文学科論集4、
昭刊日-
U)
が
あ
る

が 、
屋
久
島
方
言
文
法の
極め
て
精
密な
記
述
的
研
究
とし
て
評
価さ
れ
る 。

前
記
『
薩
南
諸
島の
総
合
的
研
究』
の
関
係
部
分
との
併
読
が
必
要 。

平
山
輝
男
氏
に
は
さ
ら
に
大
島一
郎
氏
と
の
共
著
『五
島
列
島の
方一言』

2 
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(都
市
研
究調
査報
告1 、
昭MH・
3〉

が
あ
る 。
東
京
都
立
大
学の
都
市
研
究の

一
環
と
し
て
行
なっ
た
調
査の
報
告 。
ア
クセ
ン
ト・

音
韻・
文
法・
語
数の

記
述的
研
究で 、
一
連の
著
書と
同
じ
方
法
を
と
る 。
な
お
本
書で
はζ
の
方

言
を
「い
つ
きの
人」
と
「
地
下」
と
に
分
け
て
い
る
が 、
主
と
し
て
前
者の

中に
ア
ク
セ
ン
ト

の
型の
区
別
を
持つ
集
団の
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る 。
五
島
列
島の
内
部の
対
立
は 、
-ont
円虫色巾口仲
に
よ
る
と
い

う
よ
りは 、
n-曲目胆
円円SF2
に
よ
る
差の
方
が
顕
著
と
見て
よ
い
か 。
五
島
列

島
方
言の
研
究に
は 、
下
村
泰
子
「
五
島
列
島の
音
韻
と
ア
ク
セ
ン
ト」
(都

大論究7 、
昭必・
3)
が 、
い
か
に
も
堅
実
な
記
述を
し
て
い
る
ほか 、
上
村

孝
ニ
「
薩
摩
人
の
観
た
五
島
列
島
方
言
の
音
韻」(鹿児
島大学
法
文学
部
文学
科

論集5 、
昭似・
ロ)
が 、
五
島
列
島
方
言の
音
韻
と
氏
の
特
に
専
門
と
す
る
薩

摩
方
言
との
関
係づ
け 、
そ
の
他に
犀
利
な
観
察
を
う
か
が
わ
せ
る 。

音
韻の
記
述
研
究の
白
眉
は
井上
史
雄
「東
北
方
言の
子
音
体
系」
(言語研

究旬
、

問日目
・
1

)

で
あ
る 。
山
形
県の
あ
る
地
点の
方
言
を 、
破
裂
音・
破
擦

立日・
鼻
音の
系
列につ
い
て
記
述
し
た
もの 。
水
ぎ
わ
立っ
た
鮮
か
な
体
系
的

処理
が
さ
れ 、
理
論
面に
も
見
るべ
き
多
く
を
持っ
て
い
る 。
一
地
点の
音
韻

体
系
を
扱っ
た
もの
に 、
内
閲
直
仁
「
沖
縄
久
米
島
仲里
村
儀
閲
方
言の
音
韻

体
系」 、
中
条
修
「
長
野
県
更
埴
市
森
方
言の
音
韻
体
系」
(
と
も
に 、
都
大論
究

8 、
昭MH・
1)

が
あ
り 、
音
韻
体
系 、
具
体
音
声 、
共
通
語
と
の
対
応
な
ど

が
扱わ
れ
て
い
る 。
上
村
良
作
「
米
沢
方
言
音
韻の一
考
察l「乙・
そ・
あ・

ど」

と
と
ば
の
対
応
を
中
心
K
l」

(
也
賜
の
民
俗
3
、

昭
仏
・
8
)

が
あ
る
が

未
見 。

ア
クセ
ン
ト・
イ
ン
ト
ネ
ー
ショ
ン
な
ど
に
移る 。
日
下
部
文
夫
「
沖
縄
北

部
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

調
査
語
粂
つ
に
い
て

|
『
水』
と
『
氷』
|」(言

語
研究回 、

昭幻・
1)

に
よ
る
と 、
沖
縄
北
部
ア
クセ
ン
ト

は
二
音
節
名
詞
に
つ
い
て
院

政
期京
都
ア
クセ
ン
ト

花
も

擬
すべ
き
多
様
な
様
相
を一不
し 、

母車自
の
長
短

な
ど
を
考
慮
し
て
調
査
語
葉
は一
一
種
類
配
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う 。
乙
の立日
韻
論
的
解
釈
お
よ
び
平
山
輝
男
氏
の
調
査
結
果と
の
突
き
合わ
せ

は 、
沖
縄
北
部
方
言ア
ク
セ
ン
ト

の
解
明に
役
立
つ
で
あ
ろ
う 。
小
野
米一

「
北
海
道
方
言の
語
ア
クセ
ン
ト」
(
語学
文学
八北
海道
教育大学
V 、
昭
必
・
3)

は
旭
川
市の
若い
世
代の
ア
クセ
ン
ト

の
記
述的
研
究 。
形
容
詞・
動
詞に
統

合一
型
化
の
き
ざ
し
が
あ
る
と
い
う 。
山
口
幸
洋
「
奈
良
県
東ノ
川
筋の
ア
ク

セ
ン
ト」(音声学会会報m 、

昭日出・
4)
は 、
ダム
で
水
没
し
離
散
し
た
地
点
を

含
む
と
れ
ま
で
未
調
査の
地
域の
ア
クセ
ン
ト
に
つ
い
て
の
報
告 。
同
氏
「
尾

鷲
方
言
の
談
話
資
料
分
析

|
主
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト

研
究
の
た
め
に
l」

(
三
重
県
方

言μ 、
昭
刊で
ロ)
は
談
話
資
料に
よっ
て 、
特に
文ア
クセ
ン
ト

的
特
徴に
つ

い
て
考
察
し
た
もの 。
佐
藤
亮一
「
宮
城
県
北
部に
お
け
る
ア
クセ
ン
ト

の一

側
面

|
語
単
独
の
相
と
助
詞
を
付
け
た
と
き
の
相
と
の
迷
い
に
関
し
て
|」

(
聖
和
7 、

昭
必
・
2
)

は
二
つ
の
相
の
一

致
相
と
不
一

致
相、

ま
た
個
々
の
相
の
新
古
を
論

じ
た
も
の
。

土
居
重
俊
「
再
び
高
知
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ

い
て
」
(
音
声
学
会
会
報

問 、
昭刊日・
ロ)
は 、
平
山
輝
男
氏
の
調
査
結
果と
氏の
そ
れ
との
相
違
点に
つ

い
て
の
考
察 。
室
山
敏
昭「ア
クセ
ン
ト

の
山の
移
行の
意
味
する
もの
|鳥取

県
倉
吉
市
方
言
の
場
合
l」

(
国
語
国
文
明拘
|
5 、

昭
川叫
・
5
)

は
\
O
O
\ 、
\
0
0
0
\

な
ど
の
ア
クセ
ン
ト

に
は
積
極
的
な
統
辞
機
能
は
認
め
が
た
く 、
文の
次
元
で

規
則
的に
低
平
調
査示
すζ
とに
よ
り
他の
類と
の
差
異
を
表
示
する
とし 、

そ
の
よっ
て
き
た
る
と
と
ろ
を
述べ
る 。
愛
宕八
郎
康
隆
「長
崎
地
方の
文

ア
ク
セ
ン
ト
の
特
質
傾
向
」
(
人
文
科
学
研
究
報
告
八
長
崎
大
学
教
育
学
部
v
m、

昭

MH・
3)
は
長
崎
地
方の
イン
ト
ネ
ー
ショ
ン
を三
種に
分
け 、
そ
の
組
み
合

わ
せ
を
論
じ
た
も
の
。

ま
た、

神
鳥
武
彦
氏
に
広
島
市
方
言
の
強
調
法
に
つ
い

て
音
声
学
的
観
点
か
ら
み
た

EH
Z
呂町
号
邑
え
何ヨ司
E
3
5
子市

足止
8
E
g白
Q
Q
U
Em三 ョ
(οHN
包ω
包
Lu
g
Z0・
ど
が
あ
る 。
以
上
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が
主
とし
て
方
言の
実
態
を
述べ
て
い
る
の
に
対
し 、

方
法
論
的
観
点
か
ら
の

論
文に 、
和
田
実
「
辞の
ア
ク
セ
ン
ト」(国語研究却 、
昭HH-
U)
が
あ
る 。

東
京ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
辞
を
整
理
分
類
し 、
自
立
語
に
お
け
る
よ
うに
直

接
的
記
号で
表わ
すこ
と
を
試み
る 。

な
お 、
ア
クセ
ン
ト

で
は
実
験
音
声
学的
立
場
か
ら
研
究
を
進
め
る
杉
藤
美

代
子
氏の
論
文が
あ
る
が 、
他の
部
門で
論
じ
ら
れ
る
は
ず
な
の
で 、
論
文
名

を
掲
げる
に
とど
め
る 。
「音
程
動
態
測
定に
よ
る
大
阪・
東
京
アク
セ
ン
ト

の一
考
察」
(国語学均 、
昭HH-
mM) 、「『仇可」
牛』
考」(音声学会会報成 、昭

u-
mM)
な
ど 。

言

文
法
関
係で
は
藤
原
与一
『日
本
方
言
文
法の
世
界』(稿書房 、
昭必・
7〉

が
あ
る 。
口
頭
語の
現
実の
生
態に
密
着
し
た
文
法
研
究
を
志し
て
帰
納し
た

氏
独
自の
体
系
が
示
さ
れ
る 。
乙
の
分
野
で
は 、
藤
原
門
下
の
活
躍
が
目
立

つ 。
神
鳥
武
彦
「
方
言
『
文
末
助
詞』
の
考
察」(国文
学孜約 、
昭HH・3)
は

文
末
助
詞
と
そ
れ
を
除
く
部
分の
叙
述
との
承
接
関
係
を
論
じ 、
そ
の
性
格
を

明
ら
かに
し
よ
う
と
する 。
室
山
敏
昭
「
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
合
町
方
言の
打
消

表
現
法
|打消の助動詞によるもの
|」(国語と国文学 、

昭川H・
5)
は
打
消
の

助
動
詞
に
よ
る
打
消
用
法
を
二
種に
分
け
て
記
述
し 、
当
該
方
言の
特
性の一

端の
把
握
を
志
す 。
小
野
米一
「
北
海
道
と
と
ば
の一
つ

グ
無
助詞
表
現d」

(国文
学孜州問 、
昭川叫・
3)
は
興
味
深い
テ
17

を
追
求
し 、

興
味
深
い
結
果

を
示
す 。
神
部
宏
泰
氏の
隠
岐
方
言
語
法の
研
究
は一
連
の
論
文 、
「
隠
岐
方

言の
敬
語
法
|『Iシヤル(サッ
シヤル)』
敬語法について
|」(熊本女子大

学国

語国文学論文集6 、
問日目・
2) 、

「
隠
岐
方
言
の
問い
か
け
表
現
法」〈国文研

究八熊本女子大学VM 、
昭日制-
m) 、
「
隠
岐
方
言の
否
認
表
現
法」(熊本女子

大
学国語国文学論文集7 、
昭必・
3) 、

「
隠
岐
方
言の
関
投
表
現に
つ
い
て」

(国語学潟 、
昭“・
9)
と
し
て
結
実
し 、
い
ず
れ
も
テ
!?

に
即
し
て
深
い

方

掘
り

下
げ
が
な
さ
れ 、
細か
な
論
述
態
度で
貫
か
れ
て
い
る か
な
お 、
最
後の

論
文で 、
ソ
ー

は
指
示
代
名
詞
「そ
れ」
に
由
来
する
と
い
う
が 、
利
島
方
言

ソ
lロ
l

や
そ
れ
と
関
係
を
持つ
とい
わ
れ
る
サ
と
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う

か 。
氏
に
は
「
隠
岐
方
言の
述
部
表
現」〈国語国文学研究
八熊本大学V5 、

昭
μで
ロ)
が
あ
る
が
未
見 。
藤
原
門
下
以
外で
目
ぼ
し
い
も
の
を
拾
う
と 、

岩
井
隆
盛
「
能
登の
敬
語|押見の老
年を
中心に
|」

(密回良二
教授退官記念

論集 、
昭“・
3) 、
山
口
幸
洋
「
静
岡
県
方
言の
過
去
表
現
につ
い
て」(国語

学旬 、
昭必-
U) 、
佐
藤
亨
「一
関方
言に
お
け
る
待
遇
表
現|助動詞・
助詞

による
対者尊敬表現につ
いて
l」

(文芸研究白 、
昭必・
2) 、

春
日
正
三
「
請

島
方
言
の
助
詞」(立正
大学文学部論叢初 、
昭必・
1) 、

岡
野
信
子
「山
口
県

萩
市
方
言の
待
遇
表
現
法」(国文学研究
八梅光女学院V5 、
開μH-
U)
な
ど

が
あ
る 。
岩
井
氏の
論
放
は 、
敬
語
を
ウ
ヤマ
イ
の
形 、
テ
イ
ネ
イ
な
形 、
応

答
な
ど
の
形
と
三
大
別
し
て
き
め
細か
く

手
堅い
手
法で
述べ
た
もの 。
山口

氏の
論
文は
静
岡県
方
言
iケ

お
よ
び
lツ

の
文法
的
意
味
を
t
タとの
関
連

で
述べ 、
さ
ら
に
テン
ス
の
体系の
中
で
その
位
置づ
け
を
し
た
もの
で 、
凶

自
分の
動
作
と
倒
他人
や
自
然
事
物
とい
う二
大
範
鴎
か
ら
作
ら
れ
た
体
系
表

は
興
味を
そ
そ
る 。
ま
た 、
佐
藤
氏の
は
主
格
尊
敬
表
現の
少
な
い一
関
方
言

で
対
者
尊
敬
表
現を
応
答
表
現
文と
命
令
表
現
文の
二
種の
文
を
主な
用
例と

し 、
助
動
詞・
助
詞
に
分
け
記
述し
た
もの 。
た
だ
し 、

仮
名
表
現の
中に
は

具
体
音
声
不
明
の
もの
が
あ
り
説明
が
ほし
い 。
春日
氏の
論
文は
奄
美
請
島

方
言
の
格
助
詞
に
つ
い
て
の
報
告で
貴重 。
間
野
氏の
は一
小
方
言の
待
遇
体

系
の
記
述を
目
指し
た
もの 。

語
業の
体
系
的
研
究に
本
絡
的に
取
り
組ん
だ
論
文は
見
当た
ら
ず 、
相
変

わ
ら
ずと
の
方
面の
研
究の
手
薄
さ
を
物
語
る 。
わ
ず
かに
方
言の
副
詞
を
六

種
類に
分
類
し
て
そ
の
特
徴
を
記
述し
た
室
山
敏
昭
「
方
言
語
梨の
研
究1烏
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取県東伯郡羽合町
浅滋方言の
副詞語集について
l」

(ノlトル
ダ
ム
消
心
女
子

大学国文科紀要2 、
昭mw・
3)

が
あ
る
程
度 。
氏
に
は
あい
さつ
表
現
法の
諸

相
を
と
ら
え
た 、
「
京
都府
竹
野
郡
丹
後
町
間
人
方
言の
あい
さ
つ
表
現に
つ

い
て」〈/lトル
ダム
消心女子大学国文学科紀要3 、
昭必・
3)
が
あ
る 。

乙
こ
で
便
宜
的
に
生
成
文
法の
日
本
方
言
学へ
の
寄
与
を
述べ
れ
ば 、
は
じ

め
に
も
述べ
た
よ
う
に 、
そ
の
理
論の
消
化
と
日
本
方
言へ
の
適
用
はス
ム
ー

ズ
に
は
進
ま
な
い 。
そ
の
中
に
あっ
て
野
林正
務
「
平
戸
方
言
文
法の
生
成
理

論
的
研
究」
〈法政大学教養部紀要時 、
昭川叫・
6M 、

早
田郷
洋
「日
本
語
諸
方

言の
ア
ク
セ
ン
ト」

(文研
月報時』ω 、
昭mw-
m〉
が
注
目
さ
れ
る 。
野
林
氏

の
論
文は
平
戸
方
言の
活
用
体
系
を
生
成
理
論の
方
法
な
い
し
は
弁
証
法に
基

づ
い
て
記
述し
た
もの
で 、
氏
に
は 、
他
に
方
言
研
究(言語研究)
に
お
け

る
人
間
不
在か
ら
の
遷
婦の
道
を
弁
証
法
的
研
究に
見ょ
う
と
し
た 、
「
言
語

研
究に
お
け
る
弁
証
法
的
視
点」
(月刊文法212 、
昭HH-
U)
が
あ
る 。
野

林
氏と
同
じ
立
場に
立つ
中
条
修
氏に
「『
形
態
素』
設
定の
問
題
点|動詞の

活用を中心として
|」(研究紀要八都立青山高校V1 、

昭刊日・
6)
が
あ
り 、

発
展が
期
待
さ
れ
る 。
さ
て 、
早
田
氏の
論
文は
ま
ず
ア
クセ
ン
ト

単
位
か
ら

見た
場
合 、
シ
ラ
ピ
lム

方
言
とモ
1
ラ
方
言の
区
別
が
不
要で
あ
る
蓋
然
性

の
あ
る
と
と
を
述べ 、
本
論で
は 、
過
去
お
よ
び
現
代の
方
言
九
種
類
に
対

し 、
抽
象
形
を
想
定
し 、

各
下
位
方
言の
導
き
だ
せ
る
よ
う
な
音
形
規
則の
体

系
を
記
述し
て
い
る 。
興
味
深
く
示
唆に
富
む
論
文で
あ
る 。

さ
て
言
語
社
会
学に
つ
い
て
もこ
ζ
で
述べ
れ
ば 、
渡
辺
友
左
「
社
会
構
造

と
言
語
の
関係に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
ω」
(秀英出版 、
昭必・
3)
が
と

の
方
面で
の
業
績と
し
て
挙
げ
ら
れ
る 。
親
族
語
染
と
社
会
構
造
の
関係
と
い

う
興
味
深い
テ
!?

の
追
求だ
が 、
柴
田
武
氏
も
指
摘
し
た
(言語生活加)

よ
う
な
根
本
的
な
疑
問
が
残
る 。
一
方 、
井
之
口
有一
「糊

認陸胡
為
言
語

生
活の
調
査
研
究(E)」(京都府立大学学術報
告・
人文 、
昭必-
m〉
は
室
町

商
人・
西
陣
職
人・
祇
園の
舞
子・
芸
子
の
言
語
生
活の
実
態
を
記
述し
た
も

の 、
京
都
府
立
大
学女
子
短
期
大
学部
国
語
国
文
学
会
『限切H

器供四件碍
敬

語の
位
相
的
調
査(第E
部言語生活編)』〈昭HH・
3)
はこ
れ
ら
各
集
団の
敬

語の
位
相
的
調
査
結
果の
ま
と
め
で 、
今
後の
発
展が
注
目
さ
れ
る 。
な
お 、

言
語
生
活
編
集
部
「
千
葉
県
に
き
た
九
州
弁|君
津町の
小学校を
訪ね
て」(言

語生活出 、
昭必・
9)

は
集
団
的に
移
住
を
し
た
場
合 、
移
住
側・
受
け
入
れ

側の
言
語
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え 、
ま
た
受
け
入れ
る
か
に
つ
い
て
の
興

味
深い
問
題
の
ル
ポル
タ
ー
ジュ 。

3
地
理
的・
比
較
的
研
究

柴田
武
『
言
語
地
理
学の
方
法』(筑摩書房 、
昭必・
8)
は
日
本
言
語
地

理
学
研
究
方
法の
水
準
の一品さ
と
独
自
性
と
あ
るべ
き
姿
を
示
し
た 。
日
本
語

を
素
材
と
し
た
言
語
地
理
学の
方
法
論の
著
述が
皆
無
だっ
た
わ
け
で
は
な

い 。
し
か
し乙
れ
は 、
そ
れ
ら
と
は
全
く

装い
を
異に
し 、
西
欧
言
語
地
理
学

の
方
法
論
を
踏
ま
え
て
は
い
る
が 、
主
と
し
て
糸
魚川
言
語
調
査
に
よっ
て
立

て
ら
れ
た 、
斬
新
な
方
法
論
を
展
開
する 。
と
の
分
野で
本
書は
世
界
方
言
学

界
に
誇る
に
足る
業
績で
あ
る 。
地
理
的
分
布
か
ら
歴
史
を
構
成
する
手
掛
か

り 、
言
語
地
図を
解
釈
し
て
示
す
実
践
篇 、
文
献
言
語
史
学の
成
果と
の
つ
き

合わ
せ
の
意
味 、
言
語
地
理
学の
将
来の
課
題
||い

ず
れ
も
明
快で
示
唆に

富
む 。
別
冊
は
言
語
地
図で
黒
白二
色で
格
調
が
高い 。
鏡
味明
克
氏の
詳し

い
書
評
が
『
国
語
学』
却
に
あ
る 。
ζ
の
蓄は
鏡
味
氏
も
言
う
よ
うに 、
入
門

事
と
し
て
はハ
イ・
レベ
ル
で
あ
り 、
表題
が
示
すと乙
ろ
か
ら
う
か
が
わ
れ

る
よ
うに 、
言
語
地
理
学の
歴
史や
調
査
方
法に
は
触
れ
る
と
と
ろが
な
い 。

そ
れ
ら
を
含め
て
初
学
者の
た
め
の
手引
と
し
て 、
拙
稿
「
言
語
地
理
学l歴

史・
学
説・
調
査方法
|」

(
方
言
研
究の
すべ
てV
が
あ
る 。

102 



言

W・
A-
グロ
!

タ
lス

神
父が 、
日
本
言
語
地理
学
開
花の
た
め
に
大
き

な
役
割を
果
た
し
て
き
た
と
と
は
先に
触
れ
た
と
お
りだ
が 、
氏の
論
文
と
し

て
は 、
方
法
論
的
な
も
の 、
外
国の
と
の
学
問の
日
本へ
の
紹
介 、
氏の
日
本

で
の
研
究
を
ふ
く
め
て
日
本
言
語
地
理
学の
外
国へ
の
紹
介 、
ま
た一
般へ
の

言
語
地
理
学の
紹
介な
ど 、
次の
もの
が
挙
げ
ら
れ
る 。

EZ
G芯E20ロ

門日刊肺
門田O四-D回目
2
2
50
〕苫ロ
ιm
g
noロロ曲一回目白ロ円四
白n
Z〈叩
叩門
司
8
2
3

(
N
巳昨日円
}E
P

PH

窓口口
念
立問。
ロロゲロロ凹
ω・

〈
R
E
E-Eロ問。ロ
向田町田

N
毛
色件。ロ

FHO
E
S
S
E-oロ

ロ
EO
EO-o悶
groロ同吋伺凹ω巾凹
戸

富由同『ロ『伺

ω\
Hbyp
同り司
自N
g
包括『
〈REm-
z
g) 、
「歴
史
と
地
震
の
交
差
点に
あ

る
方
言
言
語
学の
新
し
い
観
点」(ほ
うげん八二
松学舎V3 、
昭必・
3) 、

「
最
近
の
欧
米に
お
け
る
方
言
研
究」(方言研究の
すべ
て) 、
「
私
と
言
語
地

理
学」(学術文化講演会講演集八信州大学V4、
昭HH・
6) 、
「
方
言
地
図・

方
言
調
査」(中国語学新辞
典所収・
光生館 、
昭“〉。

国
立
国
語
研
究
所
『日
本
言
語
地
図』
3
(昭必・
3〉
が
世
界
的
注
視
の
中

で
1・
2

集に
引
き
続
き
公
刊
さ
れ
た 。
3

集
か
ら
名
詞に
は
い
り 、
読
む
者

に
とっ
て
な
じ
み
深い
人
体
名・
人
倫
関
係
名・
遊
び
の
名
な
ど
五
O
枚の
地

図
と
そ
の
解
説
か
ら
な
る 。
項
目ど
と
の
地
図の
ほ
か 、
関
連
項
目
の
総
合
地

図
が
三
枚 。
解
説
は
分布の
説
明の
ほ
か 、
解
釈
が
加
え
ら
れ
てい
る 。
乙
れ

で
言
語
地
図
六
冊
の
う
ち 、
ちょ
う
ど
半
分の
公
刊
が
終
わっ
た
わ
けで 、
4

集
も
近
く
出
さ
れ
る
と
い
う 。
5

集・
6
集
||ζ

の
中に
は
興
味
深い
が 、

地
図
製
作・
解
釈の
上で
骨の
折
れる
項
目
が
多い
ーー

が
順
調に
世
に
出
る

と
と
を
祈
り 、
編
集に
あ
た
る
徳
川
宗
賢
氏
を
は
じ
め
と
す
る
所
員の
労
苦に

感
謝
し
た
い 。
前
田
富
藤
氏に
よ
る
詳
細
な
書
評
が
『
国
語
学』
回
に
あ
る
の

で 、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い 。

『日
本
言
語
地
図』
に
つ
き 、
二 、
三
留
意
すべ
き
点に
触
れ
る 。
ま
ず 、

方

地
図の
解
釈
は
わ
れわ
れに
判
断の
糸口
を
与え
る
もの
で
あ
り 、
解
釈の
究

極の
姿
を
示
そ
う
と
し
て
い
な
い
点で
あ
る 。
最
終
的
判
断
は
読
者に
任せ
ら

れ 、
乙
の
地
図
を
も
と
に
新
し
い
別の
解
釈
が
可
能で
あ
る 。
現に
ホ
クロ
と

ア
ザの
解
釈で
は
柴田
武氏の
もの
と
解
説
書
とで
は
部
分
的
な
くい

違い
を

見
せ
る 。
言
語
地
図の
解
釈の
困
難
さ
が乙
れ
に
よっ
て
よ
く

分
か
る 。
次

に 、
『日
本
言
語
地
図』
の
項
目
が
任意
の
地
域で
同
じ
質
問
法
で
よ
り
細
か

な
ネッ
ト

で
調
査
さ
れ
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
るべ
き
と
と
で
あ
る 。
ζ
の
点に

つ
い
て
は
全
国の
言
語
地
狸
学
者の
多
く
は
すで
に
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
が 、
そ
れに
よっ
て
『
解
説』
に一不
さ
れ
た
解
釈
は
さ
ら
に
裏
付
け
を
得 、

ま
た
補正
さ
れ
る 。
岡
田
荘
之
輔
「
兵
庫
県
小
代
谷
方
言」(自家製 、
昭必­

U)
は
そ
の一
つ
の
実
践に
踏
み
だ
し
た
もの
と
い
え
る 。
ま
た
各
地の
言
語

地
理
学
的
研
究
は
『日
本
言
語
地
図』
に
よ
り 、
そ
の
狭い
調査地
域
か
ら
だ

けで
な
く 、

全
国
的
視
野
か
ら
の
考
察が
可
能
と
なっ
た 。
喜
ば
し
い
乙
と
で

あ
る 。一
例
を
あ
げ
れ
ば
矢
作
春
樹「『
驚
く』
の
方言
分
布に
お
け
る
山
形
県

の
位
置」(研
究紀要八山形大学教育学部付属中学校V6 、
昭川崎・
3)
な
ど
が

あ
る 。
もっ
と
も
矢
作
氏の
場
合 、
質
問
文の
途い
に
問
題
が
残
る
(
氏に
は

他
に
「
山
形
県
方
言
分
布の
諸
相|単語の
語形を中心にして
|」ハ教育風土さ

がえ5 、
昭HH・
3)
が
あ
る) 。
『
日
本
言
語
地
図』
利
用
上
の
問
題
を
提
起
し

た
もの
に 、
糸
井
寛一
「コ
ン
マ
イ・
コ
ン
メエ
の
問
題」(国語学向 、
昭mM・

9)
が
あ
り 、
読
者・
編
集
者
と
もに
氏の
言
を
傾
聴
す
る
必
要
が
あ
る 。

高
田
誠
「
九
州・
乙
と
ば
の
地
理
『日本言語地図』
か
ら(言語生活加 、
昭

HH・
9)
は
日
本一言
語
地
図の
利
用
法の一
つ
と
し
て
お
も
し
ろ
い 。
た
だ

八
小
倉か
ら
大
分に
か
け
て
の
地
域
は
言
語
的に
か
な
り
均
質で
あ
るV
と
い

う
結
論
は
方
法
論
的に
は
乙
れ
だ
けの
操
作で
は
言
え
な
い
と
思
う 。
徳
川
宗

賢
「『日
本
言
語
地
図』
を
利
用
し
て
考
え
る
標
準
語の
成
立
と
上
方
乙
と
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ば」(言語生活加 、
昭必・
7)
が 、
標
準
語
を
考
え
る
に
あ
たっ
て
方
言
分
布

図
を
利
用
す
る
と
と
の
有
効
性
と 、
標
準
語の
中に
上
方
出
自の
もの
が
案
外

多い
乙
と
を
述べ
て
お
り 、
楳
垣
実
「
関
西
弁
と
標
準
語|《日
本言語地図》

をみなが
ら|」(月刊『百科』
丸 、
昭日目・
日)
も
同
趣
旨の
も
の
で
あ
る 。
『日

本
言
語
地
図』
に
関
し
た
もの
に
は
他
に 、
佐
藤
茂
「『
日
本
言
語
地
図』
第

一
集
と
福
井
県」(福井大学教育学部紀要児 、
昭日出・
日)
が
あ
る 。

な
お 、
『日
本
言
語
地
図
解
説』
以
外で
『日
本
言
語
地
図』
の
あ
る
項
目

を
解
釈
し
て
示
し
た
も
の
に 、
野
元
菊
雄
八
ピロ間三回江口
玄白唱
え
当
日仏師

向
0

1
口

E
r
E
gww
V
(
N
0
5
n
y円
以
二
日

冨
ロ
ロ
含
吋仲間
D
g
n
y
ロ
ロ
悶
品・

〈
巾H
E
E­

-
E
口
問。
ロ

内rw回
N
毛
色円四
ロ
H
ロ門司同
口同門戸
口
口
白]
叩
ロ

U
S
F
r
g-
o
同叩
ロ
r
D
ロ
聞H
O凹凹品田

口・

呂田∞) 、
加
藤正
信「『
う
そ』
の
地
図
『
う
そ
をつ
く』
の
全
国
方
言
分
布」

(
言語生活
問 、
問刊日・
4)
が
あ
る 。

言
語
地
図
が一
ど
き
に
各
地
に
出
た 。
鏡
味明
克
編
『
撚
備
国
境
言
語
地
図

論
集』(昭必・
5) 、

矢
作
春
樹
『
山
形
県
方
言
地
図』(閥的日・
6) 、

加
藤
毅

『
岐
阜
県
方
言
地
図』(昭必-
U) 、
熊
本
方
言
研
究
会
『
熊
本
県
言
語
地
図

集』(昭HH・
3)
な
ど
が
そ
れ 。
そ
の
中
で
最
も
精
彩
を
放つ
の
が
『
播
備
国

境
言
語
地
図
論
集』
で
あ
る 。
地
点
九
O 、
五
八
図 。
イ
ン
フ
ォ
!?
ン
ト
と

し
て
老
年
層・
中
学
生
の
両
層
の
調
査
を
し
て
い
る
の
も
特
徴
とし
て
数
え
ら

れ
る
が 、
何よ
り
も
解
釈
を
施
し
て
い
る
点
を
評
価
し
た
い 。
た
だ 、
謄
写
版

刷
りで
あ
ると
と
が
手
伝っ
て 、
記
号の
や
や
見
に
くい
の
が
欠
点
と
い
え
ば

欠
点 。
乙
れに
対
し
て
矢
作
氏の
もの
は
製
図
技
術
が一向
く 、

地
図
は
見や
す

い
が 、
そ
れ
だ
け
地
図の
解
釈の
な
い
点
が
惜し
ま
れ
る 。
『
岐
阜
県
方
言
地

図』
の
概
要
につ
い
て
は 、
加
藤
毅「
滅
び
ゆ
く

言
語
を
尋
ね
て
|岐阜県

方言

地図
|」

〈岐阜大学国
語国文学4、
昭刊日・
2)
を
参
照 。

さ
て
鏡
味
氏
は
他に
何
編か
の
言
語
地理
学に
関
す
る
論
文
を
山
し
て
大
活

躍 。
「
岡
山
兵
庫
県
境
南
半
部
の
ア
ク
セ
ン
ト」(岡山大学教育学部研究集録

ぉ 、
昭刊日・
9)
は
全
集
落
調
査
に
よ
り 、
甲・
乙
ア
ク
セ
ン
ト

境
界
を
精
密に

確
定
し
た
も
の 。
「
播
備
国
境
の
『
れん
げ』
の
方一言
分
布
と
そ
の
解
釈」(岡

山大挙
教育学部研究
集録お 、
昭HH・
9)

は
『
採
備
国
境
言
語
地
図』
の一
環

を
な
す
もの
で 、
問
題
提起
と
し
て 、
分
布の
「
古
さ」
「
新
し
さ」
の
再
検

討
を
含
む 。
「
岡
山
鳥
取
兵
庫三
県
境
に
み
る
い
ろ
り
の
座
名の
意
味
構
造の

変
化」(『民俗建築』
臼-
m
合併号 、
昭川帆・
日)
は
い
ろ
りの
座
名の
機
能が

い
ろ
りの
機
能
と
と
もに
消
滅
に
向
か
う 、
そ
の
命
名
構
造の
変
化
を
追
求
し

た
論
文で
意
欲
的
な
もの 。
鏡
味
氏に
は
他に
「
ダム
に
よ
る
水
没を
前に
し

た
勝
田
郡
勝
田
町
筏
津の
方
言」(岡山大学教育学部研究集録幻 、
昭HH・
3)

が
あ
り 、
語
集
を
主
とし
た
水
没
地
域の
緊
急
調
査 。

小
野
米一
「九
州
北
東
部
方
言の
方
言
地理
学
的
研
究(1)
ーその

基礎作

業としての
調査について
|」

(北
海道教育大学紀要却の1 、
昭HH・
7〉
は
豊

前
お
よ
び
豊
後
地
方 、
一
一
O
地
点で
の一
一
四
項
目の
言
語
地理
学
的
調
査

の
概
要
を
述べ
た
もの 。
引
き
続
き
言
語
地
図の
公
刊
が
待
た
れる 。
や
は
り

藤
原
門
下の
大
橋
勝男
氏の
関
東
地
方で
の
言
語
地理
学
的
調
査の
結
果の
発

表が
待
た
れ
る
が 、
そ
の一
部
が
「
関
東
東
半
地
域
方一吉の
地理
的
内
質」

(国文学孜羽 、
昭必・
4)
と
し
て
発
表
さ
れ 、
関
東
東
半
栃
木・
茨
城・
千

葉の
各県
の
方
言
の
分
布
性が
論
じ
ら
れて
い
る
ほ
か 、一
連の
論
文
とし
て 、

「
関
東
地
方に
お
け
る
『
暑い
ね
l o』

の
『
ね
1』

に
相
当す
る
方一軍
事
象の

分
布
お
よ
び
そ
の
解
釈」(
方言の
研究1 、
悶必・
3)
が
あ
る 。
氏に
は
他に

「
言
語
変
容
現
象に
み
と
め
ら
れる
民
間
語
源
解
釈の
は
た
ら
き|言語伝播論

の
た
めの一
節
として
」(広
島大学方言研究会会報ロ 、
昭必-
m)
が
あ
る 。

松
田
正
義「
大
分
県
佐
賀
関
半
島の
三
行
弁」(国語の研究3 、
昭必・
3) 、

「二
盟
国
境の
言
語
境界
線
1初年度調査の

報告l」(悶4、
昭“・
7)
は
と
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号三子ロ

もに
力
作 。
前
者
は
音
声
学
的に
微
細
な
点
ま
で
の
聞
き
取
りが
要
求
さ
れ
る

が 、
学
生
の
実
習
とし
て
資
料
が
集
め
ら
れ
た
点
問題
が
残る 。
後
者
は
笠

前・
豊
後
地
方
内
部で
の
方
言
区
画
を
等
語
線
重
ね
合わ
せ
方
式で
求
め
た
も

の 。
川
本
栄一
郎
「三
陸
地
方
北
部に
お
け
る
『
ゾ・
ザ・
ジヨ-
ジャ』
の

分
布
と
解
釈」(国
語学研究9 、
昭似-
m)
は
こ
れ
ら
の
モ
|
ラ
の
音
声の

タ
イ
プ
を
三
つ
に
分
け 、
地
理
的
分
布
を
論じ 、
分
布の
歴
史
を
探
求
し
た
も

の 。
地
理
的
分
布
を
手が
か
りに
音
韻
史
を
再
構
す
る
乙
と
の
極め
て
難し
い

問
題
で
あ
る
と
とが
分
か
る一
方 、
氏の
学
問
的
良
心
も
う
か
が
わ
れ
る
労

作 。
氏に
は
他に
「能
登
島の
老・
若に
お
け
る
こ
音
節
名
詞
第
四・
五
類の

ア
クセ
ン
ト」(密田良二

教授退官記念論集 、
昭HH・
3)

が
あ
る 。
渡
辺
富
美

雄
「
新
潟
県
西
南
部の
ア
クセ
ン
ト

境
界
線
に
つ
い
て」
(新潟
大学教育学部

紀要m
|1 、

昭“・
3)
は
平
山
門
下
ら
し
い
堅
実な
論
述 。

文
法
関
係で
ζ
ζ
に
は
い
る
論
文
は
多い 。
鎌
田
良二
「サ
行
五
段
活
用
動

詞
の
イ
音
便
|西部方言につ

いて
|」

(甲南女子大研究紀要4、
昭必・
3〉

は

貴
重
な
調
査
研
究
結
果
だ
が 、
サ
行イ
音
便
を
取る
取
らぬ
に
つ
い
て
は 、
都

竹・
奥
村
氏
等の
見
解
を
適
用
す
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か 。
飯
豊
毅一

「福
島
県
方
言
に
お
け
る
『ル』
『ラル』
敬
語に
つ
い
て」(国文
学致ω 、
昭

HH・
3)
は 、
五
段
活
用
的ル・
ラル
敬
語
が
言
語
地理
学
的
考
察
か
ら
オ

アル
敬
語に
基づ
くと
と
を
述べ 、
他の
iシ
ャ

ル・
1ナ

サル
敬
語
との
関

係
を
述べ
た
も
の 。
細
か
な
論
述で
あ
る 。
生
塩
陸
子「
敬
語の
実
態」(研
究

紀要
〈山陽女子短期大学V2 、
昭必-
U)
は
彪
大
な
資
料
か
ら
敬
語
形
式
ど

と
の
分
析・
敬
語
形
式
同
志の
関係
を 、
広
島
県
内
都
市
と
農
村
と
で
比
較
考

察
し
た
もの 。
敬
語
関係で
は
他に 、
問
団
統
夫
「
西
部
方
言
に
お
け
る
『
先

生
ガ 、
来
テ
ジ
ヤ
(ダ・
ヤ)』
な
ど
の
『
テ
敬
語
法』
に
つ
い
て」(研究紀要

八
尾道短
期大学V口 、
昭必・
2)

が
あ
る 。
愛
宕
八
郎
康
隆
「
奥
能
登
珠洲

方

方
言
の
『
デァ・
ジャ・
ヤ』(国文学致州問 、
昭HH・
3)

は
珠
洲
方
言の
表
題

の
三
形
式の
実
態
を一示
し 、
次に
三
者の
成
立
に
つ
き
適
時
論
的
解
釈
を
加
え

た
興
味
深い
報
告 。
断
定の
助
動
詞に
つ
い
て
今
石
元
久
「兵
庫
岡
山
両
県
地

方
方
言の
研
究|断定の
助動詞『ャ・
ジヤ(ダ)』
の
分布につ
いて
|」(国文学

致品目 、
昭必-
m)
が
あ
る 。
表
現
法
を
取
り
上
げ
た
も
の
に 、
大
田
栄
太
郎

「日
本
海
岸に
於
け
る
『
挨
拶』
と
と
ば」(自家製 、
昭HH・
6)
が
あ
る 。
富

山
県
他一
四
県 、
主
と
し
て
日
本
海
岸に
面
す
る
地
方の
あい
さつ
と
と
ば
を

集
め
分
析
し 、

対
比
研
究し
た
もの 。

都
竹
通
年
雄
「
北
伊
勢
方
言
か
けめ
ぐ
り」(三重方言お 、
閥的日・
6)

は 、

北
伊
勢三
地
点の
方
言
を
比
較
し 、
乙
の
地
方の
境
界
線
が
極
め
て
微
妙で
あ

る
こ
とを
述べ
た
もの 。

牛
山
初
男
『
東
西
方
言
の
境
界』(信教印刷株式会社 、
昭斜・
3)

は
日
本

方
言
学に
とっ
て
忘
れ
る
ζ
と
の
で
き
な
い
重
要な
論
文
「
語
法
上
よ
り
見た

る
東
西
方
言
の
境
界
線に
つ
い
て」
以
下
九
篇の
論
文
集 。
詳
し
く
は
馬
瀬
の

『
国
語
学』
却
で
の
書
評
を
参
照 。
福
沢
武一
『
信
設
太
郎』(柳沢舎居 、
昭

“・
2)
は 、
信
濃
太
郎八
楠
蚕V 、
チ
チ
カン
ボ
〈
肩
車V
な
ど
八
項
目に
わ

た
り 、
長
野
県
で
の
分
布 、
語の
歴
史な
ど
を 、
方
言
に
対
す
る
愛
情
を
もっ

て
書い
た
もの 。
興
味
深
く
楽
し
い 。
河
原
宏
「
方
言
か
ら
み
た
かっ
ぱ」

(信濃mlm 、
昭必-
m)
は
全
国
で
の
カッ
パ
の
方
言を
分
類・
整理
し
た

もの 。九
学
会
連
合の
利
根川
流
域
の
調
査の
言
語
学
関
係の
論
文
が
三
つ 。
秋
永

一
枝
「
利
根
川
下
流
域
の
ア
ク
セ
ン
ト」 、

飯
豊
毅一
「
利
板
川
流域の
言
語

分
布|文法につ
いて
|」

(以上 、
人類科学初 、
昭必・
3) 、

徳
川
宗
賢
「
利
恨

川
流
域
に
お
け
る
単
語の
分
布」(同幻 、
間HH・
3) 。

秋
永
氏の
は
ア
クセ
ン

ト
分
布
と
推
移を
扱っ
た
もの
で 、
一
部
分
金
田一
春
彦
氏の
結
果
を
修正
す
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る
点
が
あ
り 、
ア
ク
セ
ン
ト

無
型
化
の
度
合は 、
同
音
語
か
否
か 、
拍
数の
多

少 、
類
別に
よ
り
相
当
な
異
な
り
が
あ
る
と
い
う 。
興
味
深い
報
告 。
飯
登
氏

の
は
文
法
面で
分
布
を
六
種の
型
に
分
け
て
論
じ
た
もの 。
徳
川
氏
は
単
語
の

分
布
を
論
じ 、
ω
東
条
氏の
結
論
を
支
持
す
る
もの
が
必
ず
し
も
多
く
な
い乙

と 、
ω
川が
語
の
伝
播の
障
害
と
し
て
働
く

場
合
よ
り
も 、
一
部
分
伝
播
経
路

と
し
て
働
くζ
と
の
方が
多
そ
う
だ
と
い
う
結
論
を
述べ
て
い
る 。
氏
の
論
文

は一
方 、
語の
領
域に
つ
い
て
川
伝
播
制
移
住
付
同一
基
盤か
らの
平
行
発生

の
あ
る
乙
と
を
述べ 、
ω刊に
つ
い
て
種々
の
場
合を
想
定
し
て
い
る 。
示
唆
K

富
み 、
氏の
創
意
を
読
み
取
る
乙
と
が
で
き
る 。

言
語
地
理
学と
国
語
史
と
の
関
係に
つ
い
て
は 、
柴
田
武「
言
語
地
理
学
資

料
と
国
語
史
資
料
と
の
接
点」
(国
語学筒 、
昭“・
3)

が
あ
り 、
両
資
料の

特
徴
を
述べ 、
両
資
料に
よっ
て
構
成
さ
れ
る
「
方
言
国
語
史」
と
「
文
献
国

語
史」
は
統
合さ
れ
て
真の
国
語
史
を
構
成
すべ
きζ
と
を
実
例
を
引い
て
強

調し
て
い
る 。
今
後の
言
語
地
理
学の
あ
り
方と
し
て
考
え
るべ
き
テ
17

で

あ
る 。
乙
の
実
践
と
し
て
本
堂
寛
「
福
島
県
に
お
け
る
こ・
三
の
方
言の
古
さ

新
し
さ」(一
関工業高等専門学校研究紀要2 、
昭円相・
3)

が
あ
る 。
ま
た
長
尾

勇
「
ナ
メ
ク
ジ
型
と
オ
オ
バ
コ
型

|
語
史
研
究
に
お
け
る
言
語
地
理
学
の
役
割
|」

(言
語と文芸句 、
昭“・
7)

が
あ
り 、
言
語
の
語
史
研
究へ
の
言
語
地理
学

の
役
割を
ナ
メ
ク
ジ・
オ
オバ
コ
の
分
布
資
料
を
もっ
て
論
じ
て
い
る 。
と
も

に
中
庸
を
得
た
論
述 。

構
造
言
語
学の
考
え
方
を
言
語
地
理
学に
導
入
し
た
構
造
言
語
地
理
学が

w・
モ
lル
ト
ン
等
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
実
践と
し
て 、
高
田
誠

「
言
語
地理
学と
意
味
構
造」(言語学論叢9 、
昭Hw-
mM)
が
あ
る 。
『日
本
言

語
地
図』
1

の
「
ちい
さ
い」
「
ほ
そ
い」
「と
ま
か
い」
の
地
図
を
材
料に 、

語の
分
布
を
意
味の
構
造の
地
理
的
分
布
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
た
秀
作 。

な
お
先の
鏡
味氏の
論
文に
も
構
造
的
把
握
を
目
指す
論
文
が
あっ
た 0

4
文
献
的
研
究

文
献
資
料の
言
語
素
材の
問
題
点
を
現代
方
言に
よ
り
解
明
し
よ
う
と
し
た

もの
に 、
小
松
代
融一
「
東
歌
と
方
言」(
岩手医科大学教養部研究
年報3 、

昭必-
U)
が
あ
る 。
万
葉
集
巻
十
四
稲つ
け
ば
可
加
流あ
が
手
を:・:(三
四

五
九)
の
可
加
流
を
カ
カル
と
訓
むべ
きと
と 、
その
意
味を
カ
ジ
カム・
コ

ゴ
エ
ル
と
す
る
の
が
よ
い
と
と
を
方
言
資
料
か
ら
推
論
し
て
い
る 。
長
尾
勇

「
車
前
草
考」
(語文白 、
昭必-
mM)
は 、
『か
げ
ろ
ふ
日
記』
中
巻の
「
お
ほ

ば乙
の
・」

の
歌の
本
文の
論
定・
歌の
解
釈に
始ま
り 、
車
前
草
と
蛙と

の
結
びつ
き
を
文
献
資
料
か
ら
論
じ 、
里
言
が
東
西に
二
分
す
る
乙
との
意
味

を
考
察 。
岡
田
荘
之
輔
「
古
語
と
方一言己(昭紛-
U)
は
伊
勢
物
語
「
筒
井つ

の」
を
方
言
イ
ツ
か
ら
説
明
し
た
もの 。
な
お 、
国
語
史に
対
す
る
方
言
研
究

の
寄
与を
論
じ
た
も
の
に 、
奥
村三
雄
「
国
語
史
と
方
言
研
究」(方
言研究
の

すべ
て)
が
あ
る 。

次
に
現
代
方
言
を
文
献
資
料に
よっ
て
研
究
し
た
もの
に 、
上
村
孝二
「
改

稿
琉
球
方
言の
太
陽
を
意
味
す
る
語
に
つ
い
て」(
福田良輔教授退官記念論文

集 、
昭HH-
m) 、
藤
田
正
太
郎
「
方
言
語
紫
覚え
書」(国語研究路 、
八
新潟県

高等学校教育研
究会国語部会V 、
昭川崎・
4)
が
あ
る 。
上
村
氏
の
は
琉
球
方

言
テ
ダ・
ティ
ダ・・
を
南
方
系の
語
と
関
係づ
け
る
従
来の
説
を
排
し 、
漢

詩
テン
ダ
ウ
(天道)
に
求
むべ
き
こ
と
を
国
語
史
資
料
さ
ら
に
方
言
資
料
に

よっ
て
論
じ
て
い
る 。
亀
井
孝
「
ティ
ダ
の
語
源」
と
併
読
すべ
き
もの 。
藤

田
氏の
は
越
後
方
言
「
は
ちぷ
す」
「
じよ
う
し
き」
を
国
語
史
資
料
に
よ
り

考
察し
た
もの 。

過
去の
方
言
文
献の
研
究
と
し
て
は 、
大
き
な
も
の
と
し
て
鳥
越
窓三
郎

『お
も
ろ
さ
う
し

会
釈一
444ι五』(活文堂出版 、

昭
刊で
4)
が
出
た 。
仲
原
義
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言

忠・
外
関
守蓮田
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し』
『お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
総
索
引』

に
続
く
も
の
で 、
第一
巻の
第三
章
が
学
校
文
法
的
立
場
か
ら
お
も
ろ
の
文
法

を
説
い
て
い
る 。
本
書
は
し
か
し
な
が
ら
宗
教
的
内
容の
解
明
を
明
ら
か
に
す

を
と
と
を
第一
の
目
的
と
し
て
い
る
とと
ろ
か
ら 、
方
言
学へ
の
寄
与の
点
に

お
い
て
は
見
るべ
き
もの
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る 。
島
袋
盛
敏・
翁
長
俊
郎

『
標
音
評
釈
琉
歌
全
集』(武蔵野書院 、
昭mM・
2〉
も一
応乙
乙
で
説
明
す
れ

ば 、
島
袋
盛
敏『
琉
歌
大
観』
の
改
訂
増
補
版で 、
特
記
すべ
き
は
表記
を
従
来

の
漢
字
と
伝
統
的
仮
名づ
か
い
の
平
が
な
表
記
か
ら 、
音
韻
表記
お
よ
び
カ
タ

カ
ナ
表
記
とし 、
かつ
ア
ク
セ
ン
ト

記
号づ
き
と
し
た
ζ
と
で
あ
る 。
と
れ
に

よっ
て
琉
歌
は
い
ろい
ろ
問
題
点
は
あ
る
に
し
て
も
音
読
が
可
能
と
なっ
た 。

巻
末に
索
引 、
作
家一
覧
表 、
種
類
別
要
覧
を
添
え 、
ソ
ノ
シ
l
卜

づ
き 。

琉
歌
研
究
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い 。
な
お 、
「お
も
ろ
さ
う
し」
「
琉
歌」
に

つ
い
て
は
次
の
論
文 、
比
嘉
亀
盛
「
国
語
方
言
学に
お
け
る
『
万
葉』
『お
も

ろ』
解
釈」 、
中
松
竹
雄
「
古
認の
言
語
構
造」 、
野
原
三
義
「
琉
歌の
紹
介

(沖縄の
短歌)」(沖縄文化明日 、
昭HH・
川崎)
が
あ
る 。
少
し

変
わっ
た
と
乙
ろ

・う
よ
ほ
〈
れ

で
は 、
上
原
邦一
「
方
言
尽
知
世
保
久
礼」(信浪教育鵬 、
昭HH-
m)
が 、
江

戸
中
期
各
地
で
乞
食
僧
が
議
雑の
物
語に
節
をつ
け
て
木
魚
を
た
た
き
な
が

ら
銭
を
乞
う
乙
とか
ら
始
まっ
た
と
い
う
チョ
ボ
クレ
の
紹
介
と
解
説 。
長
野

県
佐
久の
方
言
的
特
質が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
す
る
が 、
著
者
冗
雨の
出
身

地
の
問
題
と
も
か
ら
み 、
ヒ
とシ
の
混
同の
な
い
点
な
ど
を
含
め
て
慎
重に
考

察
す
る
要
が
あ
る 。
下
村
泰
子
「コ
リャ
l
ド

刊
『
餓
悔
録』『
日
本
文
典』
の

用
語の
地
域
性」(高知女子大国文4 、
昭総・
6)
は
「
別」
の
両
文
献の
表

記
宮口
宮
が
九
州
方
言
的
特
色の
濃
い
発
音で
あ
る
乙
と
を 、
内
外の
文
献
資

料
を
駆
使
し
て
論
じ
た
もの
で
新
進
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
さ
が
あ
る 。
ま
た
吉

野
忠
「
校
注
寺
川
郷
談
乙
類
本」〈自家製 、
昭必・
日)
が
出
た 。
寺
川
郷
談

方

は
近
世
中
期
土
佐
山村の
風
俗・
慣
習・
地
理
を
記
し
た
もの
で 、
民
俗
学・

方
言
学の
資
料
と
し
て
の
価
値
が
高い 。
こ
の
乙
類
本
を
校
訂
し 、

注
を
加
え

た
もの
で 、
方
言の
歴
史
的
文
献に
乏
し
い
今 、
非
常に
歓
迎
さ
れ
よ
う 。

な
お 、
福
田
良
輔
「
方
言
と
古
文
書」(方言研究の
すべ
て)
は
方
言
と
い

う
観
点
か
ら
古
文
書の
言
語
の
性
格
を
論
じ 、
そ
れ
が
上
代・
平
安
時
代の
支

配
者
階
級
の
言
語
とは
異
な
り 、
底
辺
の
庶
民の
口
頭に
生
き
永
ら
え
て
き
た

も
の
を
伝
え
て
い
る
乙
とを
述べ 、
国
語
史に
新た
な
視
野
を
与
え 、
方
言
区

画の
成
立
過
程
を
示
唆
す
る
もの
の
あ
る
こ
とを
論
じ
て
い
る 。
今
後
方
言
研

究
が
こ
の
方
面に
もの
び
る
可
能
性
と
必
要
性の
あ
る
と
とを
感
じ
る 。

5
方
言
集
お
よ
び
方
言
談
話
資
料

方き一口
辞
典・
方
言
集は
両
年に
数
多
く
出
た 。
単
行
本
と
し
て
上
村
良
作

『
米
沢
方
言
辞
典』(桜楓社 、
昭“・
7) 、

奥
村三
雄・
大
牧
富
士
夫
『
郷
土

資
料
ω

|
西
美
濃
徳
山
村
方
言
の
語
集
l』

(
岐
阜
大
学
教
育
学
部 、

昭
川崎
-

U
)

の
よ

う
な
か
な
り
大
部
な
著
作
が
出
た 。
乙
の
両
書
は 、
実
は
か
な
り
性
格の
異
な

っ
た
もの
で
あ
る 。
前
者
は 、
米
沢
お
よ
び
そ
の
周
辺の
方
言
語
集
を
丹
念に

集
録 、
五
十
音
順 、
平
が
な
表記 、
た
だ
し 、

特
徴
的
な
発
音
は
音
声
記
号
を

配
し 、

使
用
年
令
層
区
分 、
語
源
的
考
察 、
使
用
例
を
付
記
し 、

民
俗
語
実・

語
法
な
ど
に
も
配
慮
し 、

巻
末に
標
準
語
索
引
を
付
す
る
な
ど 、
方
言
集 、
方

言
辞
典の
従
来の
基
本
線に
添っ
て
は
い
る
が 、
種々
の
改
良が
加
え
ら
れ
て

い
る 。後

者
は 、
あ
ら
ゆ
る
面で
前
者
と
対
際
的で 、
揖
斐
川
上
流
徳
山
村
方
言の

あ
る一
人の
個
人
|

六
O
歳の
女
性
!の

語
集
を
中
心
に 、
東
条
操
『
分
類
方

言
辞
典』
に
従い 、
分
類
項
目
別に
集め
た
もの 。
そ
の
集
落に
用い
ら
れ
て

い
る
語
で
あ
れ
ば 、
共
通
語
と
同
じ
もの
も
採
録 。
従
来の
方
言
辞
典の
類の

多
くが 、

広い
地
域に
わ
た
り 、
里
言だ
け
をピ
ッ
ク
アッ
プ
し 、

五
十
音
順
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配
列の
体
裁で
あっ
た
の
と
趣
き
を
異に
す
る 。
奥
村・
大
牧
両
氏の
行き
方

は
柴田
武
氏の
主
唱
す
る
方
法
を
最
初
に
実
際に
移し
た
も
の
とし
て
注
目
さ

れ
る
が 、
細
か
に
見
る
と
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い 。
分
類
さ
れ
た
項
目の

中
で
五
十
音
順の
配
列が
さ
れ
て
い
て 、
分
類
項
目
別
と
い
う
せっ
か
くの

趣

旨が
生
かさ
れ
て
い
な
い 。
具
体
例
を
引
け
ば 、
一 、
天
地
季
候の
中で
「
赤

土」
の
次に
「
明
る
い」
が
並
ん
で
い
る
の
を
見よ 。
分
類
項
目
別に
し
た
意

味が
失わ
れ
る 。
さ
ら
に 、
共
通
語
と
方
言
とは
同
じ

形
式で
も
そ
の
意
味
は

厳
密に
は
対
応
し
て
い
な
い
の
で
そ
の
点へ
の
配
慮が
あっ
て
よ
かっ
た 。
ま

た 、
共
通
語に
対
す
る
方一言の
あ
げ
方
が
不
適
当
だ
と
恩
わ
れ
る
も
の
が
あ

る 。
さ
ら
に
項
目の
あ
げ
方の
不
均一
な
点
が
指
摘さ
れ
る 。
一
例
を
あ
げ
れ

ば 、
「
肢
体
健
康」
で
は「
左
手」
の
項
目
が
あっ
て「
右
手」
の
項
目
が
ない

な
ど 。
し
か
し 、
と
も
あ
れ 、
新
しい

方
法
を
適用
し
て
方
言
集を
作っ
た
と

い
う
点に
大き
な
意
義が
認め
ら
れ
る 。
五
十
音
順
か
分
類
項
目
別
かは
論
の

分
か
れ
る
とこ
ろ
だ
が 、
前
者
を
標
携す
る
大
岩正
仲
「
方
言
辞
典
を
作
る」

〈
方言研究の
すべ
て)
の
有
益な
論
述
が
あ
る 。

分
類
項
目
別の
方
言
集で
注
目
すべ
き
もの 、
天
野
俊
也
「
方
言」(
真名川

流
域の
民俗、
昭必・
3)
は、
福
井県
の
真
名
川
上
流
地
域
の
方
言の
語
梁
を 、

「
自
然」
か
ら
「
待
遇
表
現」
に
至る一
五
の
項
目に
分
け 、
共
通
語に
対
応

す
る
方
言
を
記
し 、
かつ
民
俗
学的
手
法で
民
俗に
つ
い
て
も
かな
り
細
か
く

述べ
てい
る 。
た
だ
文
例を
省い
た
と
と
が
惜し
ま
れ 、
民
俗
学的
説
明
が
豊

富
な
だ
けに 、
物
の
写
真の
な
い
乙
と
が
残
念
で
あ
る 。
「
と
う
も
ろ
乙
し」

以
下五
枚の
言
語
地
図が
添
え
ら
れ
て
い
る
が 、
製
図
技
術
は
す
ば
ら
し
く
息

を
呑む
ほ
ど 。
秘
法
を
う
か
が
い
た
い 。
私
は
木
曽・
三
岳
村で 、
一
集
落
の

一
人
の
老
人の
方
言
を『
分
類
方
言
辞
典』
に
従っ
て 、
「
天地
季
候」
と
「
肢

体
健
康」
に
つ
い
て
調
査
し 、
と
の
二
項
目の
資
料
を
さ
ら
に
細
分
類
し 、

各

項に
従っ
て
方
言
を
見
出
し
とし 、
共
通
語で
説明
し 、
文
例
を
与
え
た(「命

名習俗」
長野県教育委員会・
木
曽三岳
村の
民俗 、
昭必・
3) 。

分
類
項
目
別の

方
言
集に 、
北
海
道
教
育
大
学
函
館
分
校
国
語
学
研
究
室
『
函
館
住
吉
町
浜と

と
ば
調
査
報
告
合
己』(人文論究八北
海道教育大学vn 、
昭四国・
3)
が
あ

る 。
調
査
方
法に
問
題
を
含
み 、
そ
の
ま
とめ
方
も 、
分
類
さ
れ
た
項
目の
中

で
は
五
十
音
順が
採ら
れ 、
そ
れ
も
各
項
目
が
ア
1カ

で
終っ
て
い
る
点 、
釈

然
と
し
な
い 。

五
十
音
順の
方
言
集と
し
て
見
落
とし
て
な
ら
な
い
もの
に
富
田
大
同
「
兵

庫県
小
野
市
方
言
稿(1)」(研究紀要八明石高専V7 、
昭HH・
9)

が
ある 。

と
の
方
言
集の
す
ぐ
れ
てい
る
の
は 、
方
法
論の
よ
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
てい
る

点に
あ
り 、
方
法
論
は
和
田
実
氏
との
共
同
作
業
「
平
凡
な
偲
言
集
を
作
る」

(日本
方言学会第六回研究会原稿集 、
昭同日・
5〉
に
よっ
て
い
る 。
小
野
市

方
言の
塁
言
を
五
十
音
順に
配
列 、
ア
クセ
ン
ト

を
数
字で 、
ま
た
他の
諸文

献
中
の
関
連の
あ
る
もの
を
参照
便
宜の
た
め
に
記
号で
示し 、
写
真
入
り 、

文
例
入
りで
説
明
し
て
い
る 。
ア
l

カ
の
途中
まで
収
録 。
今
後の
方
言
集の

あ
り
方
を
示す一
つ
の
典
型と
し
て
高く
評
価さ
れ
よ
う 。

五
十
音
順の
方
言
集
と
し
て
自に
触れ
た
もの
とし
て
は 、
小
池
誠二
『
遠

州
方
言
集』(泰光堂書底 、
昭日目・
6)
|民

俗
語
梁が
詳し
く

秀
れ
た
もの 、

加
茂
郷
土
史
研
究
会
『か
も
だ
に
と
と
ば』(昭必・
5) 、
内
山
健
太
郎
「
み

くに
方
言
集」(東尋坊と三国・
福井県坂井郡三国町役場 、
昭必・
5) 、

伊
崎

吉
兵
衛
『
戸
畑方
言
私
考』〈昭斜・
4)

が
あ
る 。

次に 、
特
殊な
角
度か
ら
方
言
を
蒐
集し
た
もの
を
幾っ
か
紹
介
し
よ
う 。

ま
ず 、
藤
原
与一
「
方
言
研
究の
新
開
拓」
(
広
島大学方言研
究会会報児、

昭“・
2)
は
「
性
向
語
数」
を
多
くの

方
言に
わ
た
り
集
め 、
そ
れ
を
通
じ

性
向語
認の
総
合的
研
究へ
高め
た
い
とい
う
呼
び
か
け
だ
が 、
そ
れに
応
ず
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る
幾つ
もの
性
向語
業
集が
現
れた 。
押
見
虎三
二
「
新
潟県
両
津
市
片
野
尾

方
言の
性
向
語
奨」 、
大
橋
勝
男
「
新
潟
県
両
津
市
歌
見
村
方
言の
性
向語
繋」

(
以
上 、

広
島
大
学
方
言
研
究
会
会
報
目 、

昭
HH
・
2
) 、

吉
岡
則
夫
「
福
井
県
大
野

市
七
板
方
言の
性
向
語
繋」 、
愛
宕
八
郎
康
隆「
石
川
県
珠
洲
市
若
山
町
白
滝
方

言の
性
向
語
業」
(
以
上 、

同比 、

昭
必・
9)
が
そ
れ 。

性
向
語
集
は
正
確
に
つ

か
む乙
と
が
難
し
い 。
そ
れ
だ
け
に
興
味
深い 。
以
上
の
中
で
は 、
当
地
の
人

々
の
生の
説
明
を
生か
す
よ
うな
記
述に
努め
た
と
す
る
大
橋氏の
もの
が 、

語
詞
の
品
位
・

使
用
年
層
・

使
用
頻
度
に
も
わ
た
り 、

最
も
整
っ

て
い
た 。

乙
乙
に
宇
都
宮
貞
子
『
草
木
党
書』
(草木と
民俗
の
会 、
昭MM
・
8〉

が
あ
る 。

長
野
県
と
新
潟
県
の一
部
地
域の
植
物の
方
言
と
植
物に
まつ
わ
る
民
俗
を
記

し
た
もの
だ
が 、
還
暦
を
過
ぎた
方の
筆
と
は
思
え
な
い 、
み
ず
み
ず
し
い
麗

筆で 、
一
気に
読
み
とお
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
筆
力
を
持っ
て
い
る 。
倉

田
悟
氏
に
よ
れ
ば 、
そ
の
記
録
は
植
物
学的
に
も
極め
て
正
確
で
あ
る
と
い

う 。
ζ
の
蓄は
氏の
手
持
ちの
原
稿の
ど
く一
部の
よ
うで 、
と
れ
に
引
き
続

く
著
書の
出
る
乙
と
を
待
ち
望
み
た
い 。
乙
れ
と
同
じ
植
物
民
俗
採
訪記
録
に

中
平
解
「一
言
葉
の
教
室
(
ω
t

m
)

|
信
州
下
伊
那
地
方
大
鹿
村
大
河
原
方
言
抄
(
植

物
の
巻〉」
(
民
間
伝
承
認
の
1
1
4 、

お
の
I
t
4 、

昭
和
必
・
4
1

昭
必
・

ロ
)

が
あ

り 、
ま
た 、
植
物シ
ナ
ノ
キ
の
方一一蓄
を
種々
の
角
度
か
ら
見
た
論
文に 、
鈴
木

長
治
「
シ
ナ
ノ
キ
と
そ
の
方
言
名
談
義
」
(
聖
和
八
聖
和
学
園
短
期
大
学
V
7 、

昭

必・
2)

が
あ
る 。
ζ
の
種の
もの
に
は
他に 、
岡
田
岩
吉
「
囲
炉
裏・
竃・

薪
の
語
集
と
そ
の

考
察

|
特
K
同
義
異
語
の
問
題
に
つ
い
て
|」

(
研
究
論
叢
八
山
口

大
学教
養部
VU91 、
昭
必
・
3) 、

矢
作
春
樹
「
雪に
まつ
わ
る
方
言」
(
言語

生活加 、
昭川H・
3) 、
な
ど
が
あ
る 。
岡
田
氏の
はと
の
三
つ
の
語
業
を
民
俗

学
的
手
法
に
よっ
て
述べ
た
もの
だ
が 、
語
源
な
ど
の
説
明
に
必
ず
し
も
納
得

の
行
か
な
い
もの
が
あ
る 。
ま
た 、
矢
作
氏の
もの
は
東
北
地
方の
雪に
まつ

号号
Eヨ方

わ
る
方
言
を
民
俗
と
と
もに
書い
た
もの
で 、
氏
の
東
北
方一百に
対
する
愛
情

も
う
か
が
わ
れる 。

川
見
駒
太
郎
「
明
治
時
代κ
お
け
る
久
努
地
方の
方
言
と
ア
ク
セ
ン
ト」

(静岡県袋井市企画課 、
昭斜・
2)
の
後
半 、
ア
ク
セン
ト

の
部
だ
け
を
取
り

上
げ
る
と 、
標
準
ア
クセ
ン
ト
と
異
な
る
ア
クセ
ン
ト

を
持つ
語一
八
O
O
あ

ま
りをピ
ッ
ク
アッ
プ
し 、
標
準
ア
クセ
ン
ト
と
対
照
し
て
五
十
音
順に
配列

し
た
もの 。
ア
クセ
ン
ト

を
取
り
上
げた
点に
特
色 。

基
礎
語
紫を
取
り
扱っ
た
もの
に 、
琉
球
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
編
『
宮
古

諸
島
学
術
調
査
研
究
報
告(言語・
文学編)』(昭必・
4)
の
言
語
編が
あ
る 。

宮
古
島五
ケ
地
点の
方
言
を
基
礎
語
集
表を
中心
と
し
て
調
査し 、
ま
と
め
た

もの
で 、
国
際
音
声
字
母を
使
用 。
調
査
お
よ
び
執
筆
者
は
仲
宗
根
政
善・
大

城
健・
成
田
義
光
・

屋
比
久
浩・
内
問
直
仁の
各
氏 。
宮
古
島
関
係の
方
言
研

究
資
料の
之し
い
お
り
貴
重
な
研
究
報
告と
し
て
評
価さ
れる 。

厳
密な
意
味で
方
言
集の
中へ
入
れ
ら
れ
な
い
が 、
便
宜
的
に
鳴
海
助一

『
続
津
軽の
乙
と
ば6・
7
(成語篇1・
2)』
(続津軽のζとば刊行会 、
昭

必・
9 、
MH・
8)

をζ
乙
で
述
べ
る 。
『
津
軽の
乙
と
ば』
正
続一
五
巻に
続

き 、
津
軽
地
方の
諺を
集め
解
説
を
加
え
た
もの 。
諺の
類
まで
集め
た
氏の

努
力
を
買
う
と
同
時に 、
各
地
で
乙
の
試み
が
あっ
て
ぷ
い
と
思
う 。

方
言
談
話
録
音
資
料の
文
字
化で
は 、
国
立
国
語
研
究
所
話
しこ
と
ば
研
究

室
か
ら 、
方
言
録
音
資
料シ
リ
ーズ
3
i9

が
出
た
(昭必・
3) 。

編
者
と
方

言
名
は
次の
と
お
り 。
3

上
村
孝二
「
鹿
児
島
県
川
辺
郡
笠
沙
町
片
浦
方
言」 、

4
奥
村三
雄
「
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
岩
手
方
言」 、
5

土
居
重
俊
コ両知
県

一局知
市
朝
倉
米
田
方一言」 、
6
北
条
忠
雄
「
秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
大
倉
方
言」 、

7
上
村
孝二
「
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
上
屋
久
町
宮
之
浦
方
言」 、
8
土
居
重
俊「
高

知
県
幡
多
郡
大
方
町-
方
言」 、
9

岩
井
隆
盛
「
石
川
県
羽
咋
郡
志
雄
町
字
荻
市

1 09 



方一言」 。
乙
の
資
料
は
総
合
研
究
「
地
方に
お
け
る
諾
しζ
と
ば
教
育
法
改
善

の
た
め
の
基
礎
的
研
究」ハ代表・
大石初太郎)
の一
部
と
し
て
研
究
用
資
料

と
し
て
作
ら
れ
た
もの
で 、
録
音
方
法・
表
記
の
方
法
な
ど
は
「
方
言の
録
音

と
テ
キ
ス
ト

の
作
成に
つ
い
て」(
国
立
国
語
研
究
所
・
話
しと
と
ば
研
究
室
編)
に

よ
り
統一
さ
れ
て
い
る 。
テ
キス
ト

の
ほ
か 、
録
音
地
点
方
言の
か
ん
た
ん
な

特
色
が
紹
介
さ
れ
て
い
る 。

ζ
れ
に
類
す
る
録
音
方
言
の
文

字
化
資
料(
|
た
いて
い
か
ん
た
ん
な
解
説
が

つ
いて
い
る
l〉

に
は 、
虫
明
吉
治
郎

「
真
鍋

島
の
方
言
」(
操
山
論
叢
3、

昭

円相・
4u 、
「
岡
山
県
御
津
郡
建
部
町
方
言
資
料
の
文
字
化|本文篇・
注記
鏑・

研
究
篇
|」、

山
名
邦
男
「
十
津
川
方
言
資
料」
〈
以
上
ニ
節、

生
活
語
研
究
八
ノ
l
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
文
学
部
国
文
研
究
室
V
3、

昭
必
・
3
)、

井
之
口
有
一

「
『
京

と
と
ば』
を
見る」(言語生活加 、
昭mw・
7〉

な
ど
が
あ
る 。
文
字
化の
方
法

に
は 、
ア
クセ
ン
ト・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
表
記
の
問
題
を
はじ
め

種々
の
問
題
が
あ
り 、
今
後
研
究に
役
立つ
方
言
録
音
文
字
化
資
料が
多
く
出

る
こ
と
を
望
む一
方 、
理
論
的
実
際
的
両
面に
わ
たっ
て
乙
れ
ら
の
問
題
の
解

決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
な
お 、
日
野
資
純
「
方
言に
お
け
る
仮
名

表
記
の
問
題
点
」
(
乙
と
ば
の
宇
宙
3
t
4、

昭
日制
・
4
〉

の
結
論
は
仮
名
表
記
の
問

題
に
直
接
的
で
は
な
い
が
あ
る
回
答を
与え
て
い
る 。
な
お 、
方
言
録
音
資
料

の
作
製に
つ
い
て
は 、
都
竹
通
年
雄
「
方
言
録
音
資
料の
作
り
方」(方言研究

の
すべ
て)
が
詳
細・
親
切
で
あ
ま
す
とと
ろ
が
な
い 。

四
終
わ
り
に

以
上
昭
和
田三・
四
四
年の
方
言
学
界の
展
望
を
行
なっ
た 。
方
言
が
急
速

に
失な
わ
れ
て
い
く

現
在 、
各
方
面に
わ
た
る
方
言
研
究
が 、
今ζ
そ
進
め

ら
れ
るべ
き
と
き
で
あ
る 。
そ
して
そ
の一
環
と
し
て
方
言の
収
集・
記
録な

ど
も
後
世へ
の
遺
産
と
し
て
力を
尽
く
し
て
行
な
う
必要
が
あ
る 。
そ
して一

方 、
乙
れ
ら
の
研
究の
基
盤に
は 、
方
言の
古
典
的
研
究
法に
対
す
る
反
省
と

超
克 、
新
しい

方
法
論の
創
始へ
の
努
力と
実
践が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
今

以
上に
研
究
者の
協
力が
望ま
れ
る 。

〔
後
記〕
乙
の
展
望
の
資
料
を
作
る
た
め
に、
全
国
の
方
言
研
究
者
各
位
の

御
助
力
を
い
た
だ
き、

徳
川
宗
賢
氏
・

国
立
国
語
研
究
所
図
書
館
・

東
京
都
立

大
学
国
語
研
究
室
K一
方
な
ら
ぬ
恩
恵
を
受
け
た。
記
し
て
感

謝

申
し
上
げ

る 。
な
お 、
方
言
関
係
の
論
述
は
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
国
立
国
語
研
究
所

図
舎
館
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
態
勢
の
で
き
る
と
と
が
望
ま
し
い一
方 、
そ
れ
と

と
も
に
今
以
上
に
全
国
の
方
言
研
究
者
相
互
の
研
究
の

交
換
が
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
し
た
い。
と
の
学
の
繁
栄
の
た
め
に。

110 

ー
信州
大
学
助
教
授
|


